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第２章調査の目的と方法１７

調査区の設定本遺跡では、磁北に合わせて基線を設定し、グリッド単位は一辺４ｍにした。

当初第１地区だけを考えていたため、地区の南西端を基点に東へＡ～Ｚ、北へｌ～20としたが、

第２地区の判明により東方向のＺの続きはＡ'～Ｏ，に、南方向の１の続きは50～46とした。

第２地区は移転前住宅が密集していたため、建物基礎などが多く残り、調査が制限を受けた。

このため、調査可能な地点を中心にＡ～Ｃ地区を調査した。（只腰正知）

発掘調査の経過本遺跡の発掘調査は、４月１９日の鍬入れ式をもって開始し、現地での調査

は１０月９日に終了した。

第１～２週（4,19～4,28）第１地区の北西部のグリッドから掘削を開始した。３．Ｈ区は

士層を見るために深く掘り下げる。その結果、表土より褐色土、黄色粘質土とつづき、その下

から黒色士が出始めることがわかった。遺物はチップが１点出土したのみであった。

第３～４週（5,1～5,11）先週の続きのグリッドを行う。また北東部のＭ列にトレンチ状

にトレンチを設定し掘削する。遺物は土器片が数点、石錘１点とわずかであった。一方、第１

地区より国道417号線をはさんだ東側のゴミ捨て穴の壁面に、遺物包含層があることが確認さ

れた。
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第６図下開田村平遺跡地形図



1８第３節下開田村平遺跡の発掘調査

第５～６週（5,14～5,26）先週までの結果を受けて道路東側を３カ所試掘する。その結果

上部の撹乱された黒色士層より土器片、ブレーク等が出土した。そこでこの地区も遺跡に含ま

れていると考え、第２地区として新しくグリッドを設定する。この地区は河岸段丘になってお

り、下位段丘面をＡ地区、上位段丘面の南側をＢ地区、北側をＣ地区とする。Ａ地区とＢ・Ｃ

地区との段丘面の高さの差は約１ｍである。まずＢ地区の３列とＩ'列にトレンチ状にグリッド

をいれる。どのグリッドとも黒褐色士層に攪乱がみられ、土器片が数点検出された。地山まで

掘り下げると、３０～50ｃｍで達した。掘削するグリッドの範囲を広げると、１．Ｃ,区、２．Ｃ'区、

２．Ｆ，区、４．，，区から多数の土器片や石錘、敲石が検出された。また、２．Ｅ'区からは、住

居跡とみられる遺構を検出した。

第７～８週（5,27～6,8）先週に引き続きＢ地区のグリッドの掘削を行うのと並行して、Ａ

地区の調査を開始する。また第２地区の遺跡の範囲と土層を調べるために３カ所にトレンチを

掘る。第１地区では重機により10列とＦ，列にトレンチをいれてセクションを実測する。Ａ地区

で４８．１，～Ｊ，区、４９．Ｊ，区にかけてと49.Ｎ，区に配石や掘り込みが検出された。このＡ地区

では黄褐色砂層の上下に遺物包含層が確認され、上の層がＢ・Ｃ地区の遺跡包含層と対応する

ことが考えられた。さらに６月７日には49.Ｋ，区の下の包含層から縄文早期のものとみられる

押型文の土器片が検出された。そのため下層は上層よりも古い時代の包含層であることがわ

かった。急痩49.Ｋ，区を全面発掘し、層位を観察する。その結果、黒褐色士下位層の下には地

山があることがわかった。

第９～１０週（6,11～6,22）Ａ地区とＢ地区の調査を並行して続ける。両地区ともに多数の

土器片、石錘、ブレーク、打製石斧、敲石などが検出された。また50.Ｋ，区より集石炉跡を検

出した。47.Ｈ,～１，区のピット、土壌の平面図の実測を行う。Ｂ地区の畦畔をはずし、黒褐色

土層へむけてのトレンチ入れを行う。黒褐色士下層から検出される遺物については、番号をつ

けてとりあげる。

第11～12週（6,25～7,6）梅雨のため雨天の日が多く、６日間しか作業できなかった。Ａ・

Ｂ地区の発掘を継続する。Ａ地区で、床面検出作業をおこなう。４７，４８．Ｌ，区、47.Ｍ，区で集

石炉跡を検出。また、４７．Ｌ，区、４９．１，区より集石遺構を検出した。４７，４８．Ｌ，区、４７，４８．

Ｍ，区の遺物分布微細図を作成する。

第13～14週（7,9～7,20）この週は雨天により作業ができなかった日は１日だけであった。

連日暑い日が続き、作業員に疲労の色がみられ欠席が目立った。引き続きＡ・Ｂ地区のグリッ

ド掘削と、Ｂ地区の床面検出、ピット堀りを行う。両地区とも土器が多数出土し、２．，，区か

らは石刀が出土した。さらに２．，，区より１号住居跡を検出したが、攪乱が多くプランも不明

確である。

第15～17週（7,23～8,9）新しくＣ地区のグリッドの掘削に入る。Ａ・Ｂ地区は床面検出



第２章調査の目的と方法１９
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2０第３節下開田村平遺跡の発掘調査

と平面実測図作成を行う。４９列とＫ，列のセクション図を作成し、その後畦畔はずしにかかる。

49列の畦より磨製石斧が出土する。

第18～19週（8,13～8,24）８月13日より16日までお盆休み。先週からの続きでＣ地区の掘

削を行う。Ａ地区では、床面検出と集石遺構の実測、礫や遺物の取り上げを行う。

第20～35週（8,27～12,14）この週より作業員は磯谷ロ遺跡の調査を行い、調査員だけで

下開田村平遺跡の調査を続ける。ｌ～３号集石遺構の検出、実測と遺物と礫の取り上げを行う。

第23～24週にかけては台風19号の影響により２日間しか作業できず、グリッドの壁面が崩壊し

たためその復旧作業を作業員で行う。１０月４日に復旧し全体写真を撮影する。そして'２月14日

に現地調査を終了した。この後は、報告書作成のための整理作業を行った。（千藤克彦）



第３章追分遺跡の遺構・遺物２１

第３章追分遺跡の遺構・遺物
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2２第１節基本的層序と遺構

ＩＣ層：礫溜まり

第１I層角礫を多く含む黒褐色土を本層とする。この層は、背後の山地からの崖錐堆積物であ

る。３層に分けることができる。この層はＡ・Ｂ地区の上段では１ｍ以上、中段でも約

0.5ｍ程堆積している。下段ではほとんど見られない。改田時に削平されたためかも知れ

ない。

ＩＩａ層：径５～20cm大の角礫を多く含む黒褐色土を本層とする。

ＩＩｂ層：径５～10cm大の角礫を多く含む黒褐色士を本層とする。

ＩＩｃ層：径１～５cm大の角礫を多く含む暗褐色土を本層とする。打製石斧などの石器類や須

恵器などの包含層である。

第Ⅲ層暗褐色士を本層とする。地山の上部の士層で、やや粘質である。角礫をあまり多く含

まない。縄文時代の遺物の包含層である。

ＩＩＩａ層：Ⅱ層より角礫をあまり多く含まない明黒褐色士。

ＩＩＩｂ層：径２～10cm大の角礫を含む暗茶褐色士。

ＩＩＩＣ層：径２～３cm大の角礫を多く含む暗茶褐色士。

ＩＩＩｄ層：径３～10cm大の角礫を多く含む明茶褐色士。

ＩＩＩｅ層：角礫をあまり含まない暗茶褐色士（シルト質)。

第1V層地山の層である。

ＩＶａ層：暗黄褐色粘質士。ＩＶｂ層：明黄褐色粘質士。
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第３章追分遺跡の遺構・遺物２３
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ＩＣ：礫泊り

Ⅱａ：黒褐色土ｐ５～20c■大の角礫を多く含む

Ⅱｂ：黒衡色土○５～10c■大の角僅を多く含む

Ⅱｃ：暗黒円色土｡l～５ｃ価大の角HPを多く含む

３０３．̄

００ｍ
３０３．００ｍ

－￣－－一一辿=

第11図追分遺跡14列土居図

２．遺構

追分遣跡では、第12.13図で示したグリッドを地山まで掘削したが、第11.111層から縄文時

代の遺物等を検出しただけで､この時期だけでなく他の時期の遺構の検出もできなかった。ピッ

トや士擴も全く検出できなかった。 （宇野治幸）



2４第１節基本的層序と遺構

/’
へ

三豊i:i:二と
■■■■■■

---~~￣■頁■■■Ｐ藤
巴

鐙

岡

～=

ご雪茜塗

三二巨一
000［

第12図追分遺跡Ａ地区くＡ地区〉

〃

(プ<Ｂ地区〉
し０

（
Ｐ

７型一一〈ぬ

306.00

！

藤
304.00
--

303.00 ＝－－>ｅ－－さ、Ｖ

醗露 Ｊ二二三二芝～

≦i三菫二LLLL二J、=＝=二三二二三三三三二三器：

蓼:'三三篝臺臺三二鑿 L＿
０１０２０ｍ

アミフセ：掘削グリッド

第13図追分遺跡Ｂ・Ｃ地区



第３章追分遺跡の遺構・遺物２５

第２節土器類・その他の遺物

１．縄文土器［第14図１～３６］

追分遺跡からは、何れも小量かつ細片ではあるが、縄文時代早期・後期・晩期の土器が出土

している。早期・後期・晩期の土器に分類し、その中ではあえて分類項目を立てずに順に記述

していく。

①早期の土器（Ｉ群土器）［１～６］

早期の土器と考えられるものは６点ある。ｌは押型文士器である。外面の風化が著しく、詳

細は解らないが、角度のゆるい山形文が縦位に施されていると思われる。２は口縁部である。

外面には断面Ｖ字形の斜方向の沈線が見られる。焼成は良好。「上ノ山式｣に比定されるか。３

～６は胴部の小片である。胎士中に繊維を大量に含むことから早期のものと判断した。

②後期の土器（II群土器）［７～16］

後期の土器と考えたものは１０点で、うち３点は同一個体のものである。７～11は磨消縄文を

持つものである。７～９は同一個体。７は口縁部で、平口縁かあるいはわずかな波状を呈する

ものかもしれない。端部は丸くおさめる。縄文はＬＲｏ胎土中に雲母を含む。１０も口縁部であ

る。磨耗が著しい。口縁部はわずかに内湾し、端部はやや平坦な面をつくる。１１は胴部の破片

である。２条の太い沈線が見られる。

１２は渦文である。沈線を施した後に縄文を付ける。１３は口縁部である。内湾する口縁部の外

面には上下に４個並んだ突起が２列見られる。黒褐色を呈し、焼成はもろい。14は波状口縁の

波頂部である。２条の沈線が施される。１５は口縁部に近い部位であろう。内外面とも同一の原

体による細い沈線で文様を描いている。堅い焼成である。１６は注口である。注口部先端をわず

かに下方に屈曲させている。内面に粘士の継目を明瞭に残す。焼成はもろい。

③晩期の土器（III群土器）［17～36］

１７～22の６点は、条痕調整の粗製深鉢である。１７は口縁部。口縁部直下は波状に条痕を付け

る。端部はわずかに平坦な面を持つ。焼成もろい。１８は粗い条痕をもち、内面には炭化物が付

着する。１９は内面にも条痕が付けられている。内面には炭化物が付着する。２０は外面には粗い

条痕、内面は粘土接合部を中心に指頭による圧痕、ナデが施される。深鉢とするにはやや屈曲

が変ではある。２１は、条痕がきわめて粗く、胎士にも砂粒を多く含む。

２３～25は同一個体と考えられ、内外面共にナデ調整する薄手の土器である。晩期の土器であ

ると判断した。

２６．２７も同一個体である。口縁端部から頚部までを圧痕あるいは刺突文と横方向の沈線で飾



2６第２節土器類・その他の遺物
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第３章

１１，

陰

2７

る浅鉢形の土器である。内面は丁寧に研磨している。北陸系の晩期中

きる。

２８は口縁部に、圧痕のある凸帯を貼付けたものである。口縁端部は

終る。磨耗が著しく、押圧の原体などは不明。

２９．３０は共に口縁部である。端部はわずかに外反しながら薄くなっ

が進んでいるが、２条の沈線が巡っていることが観察できる。

３１は口縁部を内側に屈折させ、そこに断面Ｕ字形の沈線を１条施す

が復元できる。

３２は胴部であり、２条の隆帯が貼付けられているが、１条は途中で

部片で外面には沈線が見られる。内面は条痕調整されている。３４は櫛

３５．３６は底部である。３５はしっかりした平底、３６は小さな平底をな

がで

って

風化

口縁

、胴

誠）
撃

第
調
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デ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
テ
デ
〃
デ
〃
デ
デ
ガ
〃
痕
デ
〃
〃
痕
デ
明
デ
〃
デ
デ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

内
ナ
ナ

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ミ
条
ナ

条
ナ
不
ナ
ナ
ナ

》》》》》》”》密嚥》》啼彌》癖》》》》
〃岼唾〃》》》岼岼融啼唾呼》呼吋晒魎》》》》錘

表

ｉ
整調

力

血
フ

フ
フ
文
フ
フ

痕
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外
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ナ
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ナ
ナ
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不
ナ
ナ
ナ

片
片

片
片

片
ｈ

ｈ

度
片
弔
片

邦
胖
部
片
邦
片
飛
報
片
弔
ｈ

弔
片
片

Ｔ
弔
縁
弔

縁
稲
縁
弔
縁
弔

縁
弔
縁
報

は
蛆
弔

遺
胴
旧

胴
胴

胴
注

胴
胴

旧
底

器
種

土
器
鉢

鉢
鉢

鉢
鉢
鉢

深
浅
海
茂

深
浅
深

ｈ層トリ

！ Ｉ
NＣ ｸﾞﾘｯﾄﾞ 層 ｌｈＬ 器種 遺存度 外面調整 内面調整 胎士 焼成 色調 備考 挿図 図版

１ ２２Ｈ Ⅱ 0１ 深鉢 胴部片 ナデか？ l～5mm砂粒多い 普通 赤褐色 １２

２ 7Ｈ Ⅱ 0２ 〃 口縁部片 ナデ ナデ l～5mm砂粒多い 堅敏 に４１)赤褐色 1２

３ ９１ Ⅲ 0１ 〃 胴部片 〃 〃 繊維多く含む 〃 褐色 1２

４ 5Ｇ Ⅲ 0２ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 黄橿色 1２

５ ９１ Ⅲ 0４ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 にふい黄橿色 1２

６ lＯＨ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 黄褐色 1２

７ 3Ｆ Ⅲ 0２ 〃 口縁部片 〃 〃 lmmu）砂粒多く粗い 〃 橿色 縄文Ｌ,８．９と同一個体 1２

８ 3Ｆ Ⅲ 0３ 〃 胴部片 〃 〃 1mmの砂粒雲母片有り 〃 にふい橿色 縄文Ｌ,７．９と同一個体 1２

９ 3Ｆ Ⅲ 0４ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 縄文Ｌ,７．８と同一個体 1２

10 ４１ Ⅲ 0１ 〃 口縁部片 ナデか？ ナデか？ 2mmの砂粒多く粗い 仲も81） 橿色 磨耗箸しい 1２

1１ 5Ｇ Ｅ 0１ 〃 胴部片 ナデ ナデ 3.4mmの砂粒多い 普通 浅黄橿色 1２

1２ ２６Ｌ Ⅲ 0１ 〃 〃 縄文 〃 1mmの砂粒多い 〃 〃 1２

1３ 4Ｈ Ⅱ 0１ 〃 口縁部片 ナデか？ ナデか？ 1mm以下の砂粒多い 仲もjBⅢ 黒褐色 1２

1４ 7Ｈ Ｉ 1２ 〃 胴部片 〃 〃 5mmの砂粒有り 〃 褐色 1２

1５

1６

9Ｇ

５Ｊ

Ⅲ

Ⅱ

0１

0１

浅鉢

注口土器

〃

注口部

ナデ
〃

ナデ

ナデ(ｼﾎﾘ

精良

1mm以下砂粒多雲母有

堅敏

仲もjBM

kjl）燈色

黄榿色

1２

１２

1７ 6Ｈ Ⅲ 0１ 浅鉢 口縁部片 〃 ミガキ 1mmの砂粒多い 普通 灰褐色 18と同一個体 1２

1８ 6Ｈ Ⅱ 0１ 〃 〃 〃 〃 〃 幹もjB1U いい橿色 17と同一個体 １２

1９

2０

2１

2２

７１

3Ｆ

8Ｇ

2Ｆ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

0１

0５

0１

0１

〃

深鉢

〃

〃

胴部片

口縁部片
〃

胴部片

〃

条痕
〃

〃

条痕

ナデ
〃

〃

1ｍ以内の砂粒有り

2～5ｍの砂粒含み粗い

1mmの砂粒多い

1mm以下の砂粒含む

良好

普通

仲もろい

普通

lQSⅢ赤褐色

榿色

にふい燈色
〃

磨耗箸しい

1２

１２

１２

1２

2３

2４

8Ｇ

３Ｊ

Ⅱ

Ⅲ

0６

0１

〃

〃

〃

〃

〃

〃

条痕

ナデ

０５mmの砂粒有り

1mmの砂粒有り

堅敏

普通

浅黄榿色

にふい燈色

１２

１２

2５ Ａﾄレ Ⅳ 0１ 〃 〃 不明 不明 2mm大の砂粒含む 〃 灰白色 1２

2６ l４Ｇ Ⅱ 0１ 〃 〃 ナデ ナデ 1mm大の砂粒多く粗い 651） 嘘Ⅲ檀色 1２

2７ 8Ｆ Ａ 0１ 〃 〃 〃 〃 3～5ｍの砂粒多く粗い 普通 にあい黄橿色 1２

2８ ５Ｊ Ⅱ 0６ 〃 〃 ナデか？ ナデか？ l～5ｍ砂粒多く粗い もろい 黄橋色 1２

2９ 8Ｇ Ⅱ 0４ 〃 〃 ナデ ナデ l～5mm大の砂粒含む 普通 赤褐色 30.31と同一個体 1２

3０ 8Ｇ Ⅱ 0５ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 にふい赤褐色 29.31と同一個体 1２

3１ 9Ｇ Ⅲ 0２ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 29.30と同一個体 1２

3２ 5Ｈ Ⅱ 0２ 浅鉢か？ 口縁部片 〃 〃 1mm大の砂粒有り 〃 燈色 1２

3３ 5Ｈ Ⅱ 0４ 深鉢 胴部片 〃 〃 ル2ｍの砂粒含む 〃 いＩ）燈色 1２

3４ 6Ｃ Ⅱ 0３ 〃 〃 〃 〃 0.5ｍ以下の砂粒有り 〃 赤褐色 1２

3５ Ｊトレ Ⅱ 0１ 〃 底部片 〃 〃 2.3ｍの砂粒含む 〃 燈色 1２

3６ 7Ｈ Ｉ 0４ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒多い 〃 赤褐色 1２



2８第２節土器類・その他の遺物

２．その他の土器・陶器類（第15図ｌ～５）

①須恵器（ｌ～３）

本遺跡出土の須恵器は小破片ばかり５点である。このうち４点は壺類の破片で、１点は坏の

破片である。図示したものは３点である。ｌは壺類の肩部の破片。外面はへうケズリ調整、内

面はヨコナデ調整を施す。外面に自然釉がかかる。胎士は砂粒少なく密。焼成良好。色調は淡

灰色。２は壺類の胴部の破片．外面へラケズリ調整、内面はヨコナデ調整を施す。胎土は長石

などの砂粒多くやや密。色調は暗灰色。３は高台を有する坏の底部小破片。胎土は密。色調は

灰白色。焼成良好。外面に自然釉がかかる。

これらの須恵器は、２４Ｊ、２７Ｓグリッドの第１Ⅱ層(黒褐色士)中より出土。時期不明。

）齢

讓篝 ０

＝三三<了,
４

15cｍ10５０

刀 、Ⅱゴ３

５

第15図包含層出土その他の土器・陶器類

②土師器（４）

２２Ｈグリッドから１点出土しているだけである。甕の小破片。外面にクシケズリ調整。砂粒

多く、淡褐色。焼成良好。時期不明。

③中近世陶磁器（５）

大窯期のものは１点だけである．５は橋鉢の口縁部小破片。内外面に錆釉を施す。大窯２期、

16世紀のものと考えられる。７１グリッドより出土。

近世陶磁器は全部で１０点出土しているが、図示できるものはない。ペコカン徳利の破片２点

の他は器種不明である。

④近現代陶磁器

近現代のものは５点出土しているが、いずれも小破片のため器種不明である。



第３章追分遺跡の遺構・遺物２９

３．出土土器の分布（第１６．１７図）

本遺跡から出土した縄文土器の破片は、細片まで入れて全部で240点である。これらの土器

の中で時期がわかったものは40点だけで、このうち図示に耐え得るものは36点だけである。大

多数を占める残りのものは、無文粗製土器の破片や磨滅して文様が不明のもの.細かすぎて図

示できないものなどである。

三洋E二ｈ蕊蒲
Ｉ

Ｃ地区14点であり、Ｂ・Ｃ

地区のものは磨滅したもの

や細片や小片が多いため、

遺跡の中心はＡ地区と思わ

れる。そこで、第１６．１７図
０ｍ

ではＣ地区の図示を省略し

た。

時期の判明した土器片か

ら見てみても、ＢＣ地区出

土のものは早期のもの１点

Ｂ地区、後期のものはＢ・

Ｃ地区各１点、底部の破片

１点、計４点だけである。

遺跡の中心と,思われるＡ

地区を見てみると、圧倒的

に中位段丘に集中している

ことが分かる。高位段丘で

は５Ｊグリッドにまとまっ

て出土しているだけであ

る。低位段丘では６Ｃ・’４

Ｇ．ｌ６Ｇグリッドにまとま

りが見られるだけで、改田

時に中位段丘のものが混入

したと考えられる。次に、

Ｍ ■■■

■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■
■Pnm;nMｍ■f-P--■回■■■■■■■■■
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第16図追分i自跡出土繩文土器分布図
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第17図追分i自跡出土その他の土器・陶器類分布図



3０第３節石器類

時期的にみると、早期のものは中央部に少し点在しているだけであるが、後晩期のものはそれ

より広くまとまって分布している。したがって、本遺跡の時期の中心は縄文時代後晩期と考え

られるが、遺構が検出できなかったことや石器の中でも打製石斧の割合が高いことなどから、

キャンプ地ではなく、根菜類などの食料の採集地などではなかったかと推測される。

次に、古代以降の遺物の分布を見てみると、各地区に遺物が点在していることが分かる。こ

れは、ここを生活の場として長期間いたのではないと考えられる。戸入や門入に住んでいた人

の話であるが、山手の集落の方へ行くのに上開田集落を通らず、ＢＣ地区を通って山沿いを通

行していたということである。おそらく古代から旅人などの往来に使われた道があり、この道

沿いに遺物が点在しているのではないかと思われる。（宇野治幸）

第３節石器類

本遺跡から出土した石器は総数185点で、その内訳は石鍛３点、石匙２点、削器２点、剥片

43点、石核２点、打製石斧68点、打製石斧製作に伴うと思われる剥片51点、石錘８点、磨石・

叩石１点、凹石１点、潰れの見られる縦長剥片６点と、打製石斧中心の組成を見せる。石材は、

剥片石器・石核の類ではチャートが主に用いられ、計52点中50点あり、約96％を占める。他に

は泥岩・安山岩があるが、いずれも１点と少数である。

石鍼（第18図１～３）

３点出土した。いずれもチャート製で、調整は繊密とまではいかないが、押圧剥離が器面全

面におよび、素材剥片の面は残さない。基部は１．２が凹基鍼で、弧状の快りを入れている。

３は、片脚は作り出されているもののもう一方の脚部は作り出されておらず、片脚鍼となって

いる。

石匙（第18図４．５）

２点出土した。４は煉瓦のような質と色調を呈する安山岩製。５はチャート製である。どち

らも素材となる剥片の末端部に表裏両面から剥離を施してつまみ部を作出している。また、刃

部は打面を含む－縁辺に、裏面側から調整を加えて作られており、似たタイプの石匙だといえ

よう。刃部の平面形は直刃であるが、バルブ付近は穏やかな弧を描く。４は両面ポジティブな

剥片を用い、－部折損する。５は自然面を有する厚手の剥片を用いている。

削器（第18図６．７）

２点を削器とした。どちらもチャート製である。６は正面下部にポジティブな面を有するこ
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とから、剥片を石核に用いた剥片剥離作業が行われていたことが分かる。打面側は折断によっ

て除去され、剥片の端部に裏面側からまばらな調整を施して刃部としている。刃角は50゜とや

や鋭角である。７は全面に調整を施している。正面の剥離面は、リングの状況から推測してバ

ルブはそう遠くないところにある。したがって素材剥片の剥離面というより、剥離された後の

調整と判断したほうが妥当である。剥片の正面にまず粗く大きな剥離を施し、その面を打面に

して裏側の端部に、やや丁寧に調整を加えて刃部を形成している。刃角は55°程である。

長
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剥片・石核（第18図８）

剥片は43点で、そのうちチャートが42点を占めるが、節理の発達する粗悪なチャートも数多

く見受けられる。第19図の通り、長幅３．５×3.0cm以下の一群28点と、それ以上の一群15点に

大別することができる。小型の一群では背面に自然面を有するものが１点で約3.6％・大型の

一群では４点で約26.7％見られる｡いずれにせよ自然面を有する剥片は全体で11.6％にすぎず、

極めて少ないといえよう。また、石核は折損した残核が２点見られるのみである。

遺物は包含層から出土したものではなく、これらの遺物を一括資料としてとらえることには

若干の問題がある。したがって石器だけから遺跡の性格を検討できるのかどうか不安はあるが

剥片生産の過程における遺跡の位置付けを試みたい。すなわち、自然面を有する剥片が少ない

ことから､石核調整を含め剥片生産の初期段階は当遺跡では行われなかったことが推測できる。

また、石核が少ないことから、石核は持ち出されているものと思われる。ただ、折損した残核

は持ち出す必要がなかったため残されたのであろう。以上のことから、ある程度剥離を受けた

石核が持ち込まれ、当遺跡で若干の剥片を生産した後石核は持ち出されるという、剥片生産の

一過性が特徴として指摘できるであろう。

打製石斧（第20図９～12）

計68点出土している。未製品や折損などで形態不明のもの18点を除くと、胴部が平行な短冊

型が20点、基部に向かってやや収束する撰型が16点、胴部がくびれる分銅型が14点である。

９は分銅型の打製石斧であるが、使用による磨滅は刃部の角で顕著に見られる。柄に対して十

字に装着されたであろうことを示す資料である。

石材は砂岩が28点と最も多く、ホルンフェルスが17点、泥岩８点、粘板岩７点と続く。形態

別にみると、短冊型・機型は砂岩とホルンフェルスが同じような割合で見られるのに対し、分

銅型は14点中１０点が砂岩で、ホルンフェルスは見られない。

打製石斧製作に伴う剥片としたものはホルンフェルス・砂岩がほとんどである。

石錘（第20図１４．１５）

８点出土した。５点は打欠石錘で、３点は切目石錘である。砂岩・泥岩製のもののほか、打

製石斧の剥片と思われる粘板岩・ホルンフェルスを用いたものも見られる。

磨石・叩石

1点のみ出土した。長軸両端に敲打・擦痕が見られるが顕著ではない。
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凹石

１点のみ出土した。表裏の平坦面に２箇所ずつの凹みがみられる。

潰れの見られる縦長剥片（第20図１３）

打製石斧製作に伴う剥片として分類していた粘板岩・ホルンフェルス製の剥片の中に、薄く

て細長い(長さ12ｃｍ幅４ｃｍ厚さ１cm程度)剥片が数点目についた。粘板岩・ホルンフェルス

製の打製石斧は１０cmを越えないものがほとんどであり､打製石斧製作に伴うものとは考え難い。

また、長軸の両端に潰れが観察される。そこで潰れの見られる縦長剥片として別に分類した。

（長屋幸二）

第５表包含層出土石器計測表（１）

石禽族旨十調リーミ

■囲昭＝＝＝＝＝==鷺
｡=是と言卜狽リ蟄乏

、■、旧■イ]材踵(､）Ⅱ(､）厚(､）鰍（９）分散iii老

■■、￣チャト■■■■■￣￣￣■田屈、■
■■■￣チャトーーーー■田庇、■

筒リ暑島言卜調Ⅲ表

冊■■■田、■臨冊■イ,材及(,,､）副(､）腺(､,）電鬮（９）分顛備考

■Bnq■■■■チャトー￣￣■■■■■川６１
チャト---■■■■図,I(１）２Ｖ２３Ⅲ

ｺﾖｵ亥言十懇Ⅷ基乏

ＮＯｌｌＩｌ区１１１１胴付イ,材艮（m､）！『｝（、）厚（､､）Ⅱ圃最（９）分敷Ｍｉ署

■■■、￣チャートーー図,I(1)
２Ｆ２，，チャト－－■■■■■■■■■

汀且才Ｌ○つ屋尋ら才⑪ろ禰従岳豊夛刈｣皀佇

ＮＯｌｌⅨｌｌｌｌ閥Ｉ’イ材反（m､）伽（皿）陣（nm）電駄（９）分頻備考

’１０１１１１オルンフェルス１２７

２４〔Ⅱオルンフェルス１１１３５

３１０１１１１オルンフェルス６９４３

４６１１１１１１１回 ３５

５８１１１オルンフェルス１１１Ｍ

６７ｊｌｌｌｌＩＬが７９４１１０

ＮＯ u}二'二区 １１１１二層位 石材 長（、） OIH（IMI'） 厚（､､） 璽鼠（９） 分類 備考

Ｇ１６ Ⅱ チャート 2１ 1５ ｲ．３

基Ⅱ
’

図'８(１）

２ Ｇ４ IＩ チャート 2２ 1３ 2．５ 0．７

腿’
一

図１８(2)

３ 1１９ チャート lＩ ８ ３ 0．３ 片脚 図１８(3)

ＮＯ ｌｌｌ上区 出｣二層位 石材 長（1m､） Wil（、） 厚（1m'） 重最（９） 分類 備考

Ｆ８ 1１ チャート 6３ 3５ 1１．２ 横卿 図１８(ｲ）

２ １１０ IⅡ チャート ｲ０ 64 １２．８ 2９．９ 横翻 図１８(5)

ＮＯ ＩＵｌ:区 lll12屑位 石材 長（、） 幅（ImII） 厚（nM､） 重量（９） 分類 備考

Ｃ１４ Ｉ チャート 5６ 6０ 2ｑ５ 6０ 図１８(6)

２ Ｖ２３ 111 チャート 5８ ｲ９ 1３ 4１．２ 図１８(7)

ＮＯ ｌｌｌ上区 1111:屑位 石材 長（1m､） 帆（、） 厚（Imu） 重量（９） 分類 備考

２Ｅ

、 チャート 3８ 2５ 2５ 30．Ｉ 図１８(8)

２ Ｆ２ 1１ チャート 3６ 2７ １７ 1３．３

ＮＯ (1)士区 lⅡ11層位 石材 長（、） 鴨（、） 厚（皿） 重量（９） 分類 備考

１０１１ IＩ ホルンフェルス 1２７ 3８ 1１ 7３．１

２ ４Ｇ IＩ ホルンフェルス １１イ 3５ 1３ 67.4

３ １０１１ 1１ ホルンフェルス 6９ 4３ 1１ 4５．６

４ ６Ｈ Ⅲ 泥岩 9１ 3５ ６ 2４

５ ８Ｆ IＩ ホルンフェルス 114 34 ５ 3６．７ 図２０(13）

６ ７Ｊ 、 泥岩 7９ 4４ 1０ 5９．３
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面『』二二』』』二二』二『『』二口』’二一』二コ』『

層出土石器

チャート

チャート

ＮＯ 出土区 111土層位 石材 長（、） 幅（皿） )旱（Ⅱ､） 重量（９） 分類 備考

２３Ｖ Ⅲ チャート 6２ 3４ 1５ 2３．１

２ １６Ｇ Ⅱ チャート 4０ ｲ０ 10 2０．７

３ ２Ｆ Ⅱ チャート 4５ 4６ 1１ 2４．２

4 ２２１１ Ⅱ 貢岩？ ｲイ 5１ 1１ 2２．８

５ １OＧ Ⅱ チャート 5５ 2９ 10 1５．９

６ l６Ｇ Ⅱ チャート 4３ 4２ ８ 1６

７ １４１１ Ⅱ チャート 2３ 2２ ４ 1．９

８ ２Ｃ Ｉ チャート 1８ 2３ ８ ｲ．１

９ ８Ｆ チャート 1４ 1９ 1１ 3．１

10 ４Ｇ Ⅲ チャート 2３ 1５ ３ Ｉ

1１ ４Ｆ Ⅱ チャート 24 1４ イ Ｌ５

1２ ２７ｓ Ⅵ チャート 3１ 2５ ７ 4．３

1３ １１Ｆ Ⅲ チャート 2１ 1５ ２ 0．８

14 ２０Ｋ Ⅲ チャート 1２ 2８ ９ 3．２

1５ ２Ｆ Ⅱ チャート 2７ 2１ ５ 4．イ

1６ ９Ｇ Ⅲ チャート 1４ 1９ ５ 1．５

1７ ７Ｅ Ⅱ チャート 2５ ５ 1１ 13．イ

1８ ２２Ｍ Ⅲ チャート 2９ 1６ ７ 2．４

1９ ６Ｆ チャート ９ 2１ ６ 0．９

2０ ４Ｇ Ⅲ チャート 1２ 1２ ３ 0．５

2１ ２Ｅ Ⅱ チャート lイ 2２ 4 1．５

2２ １４Ｈ Ⅱ チャート 2９ 2０ ８ 4．２

2３ ３Ｆ Ⅲ チャート 4８ 2７ 1８ 2２

2イ ２Ｅ Ⅲ チャート 6１ 2９ 10 1３．７

2５ ３Ｆ Ⅲ チャート 2３ 4２ ９ 7．８

2６ １１Ｆ 、 チャート 2７ 2４ 1１ 7．１

2７ ７Ｋ Ⅱ チャート 3８ 2５ ７ 9．１

2８ ４Ｃ Ｉ チャート 4３ 3５ 1２ 1７．７

2９ ２６Ｐ Ⅱ チャート 2Ｉ 1２ ５ Ｌ３

3０ ９Ｇ Ⅲ チャート 24 1６ ３ Ｌ８

3１ ９Ｇ Ⅲ チャート 1３ 2２ ５ Ｌ３

3２ １４Ｆ Ⅱ チャート 3３ 5１ １４ 2７．８

3３ １０Ｈ Ⅱ チャート 2７ 3５ ５ 4．６

川 l４Ｃ Ｉ チャート 2６ 2２ ８ 5．８

3５ ３Ｅ Ⅱ チャート 5３ 2１ 10 1３．３

3６ ９Ｇ Ⅲ チャート 2２ 2３ ４ ２２

3７ １０Ｆ チャート 2０ 2５ ７ 3．９

3８ ９Ｆ Ⅱ チャート 1８ 1８ Ｉ 1．４

3９ ８Ｆ Ⅱ チャート 1９ 1５ ５ Ｌ５

4０ １９， Ｉ チャート 2０ 2０ ８ 3．３

ｌ１ ３Ｅ Ⅱ チャート 3０ 1５ ８ 3．イ

4２ ２２Ｈ Ⅱ チャート 2３ 10 ６ 1．６

ｲ３ ２２Ｈ Ⅱ チャート 2１ ９ ５ 0．８
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第７表包含層出土石器（３）

才丁重里。=美二百卜証刈詰臺（１）

ＮＯ 出土区 出土層位 石材 長（、） 幅（皿） 厚（m､） 重量（９） 分類 備考

１ ６１１ Ⅱ 砂岩 1１３ 6４ 2５ 2４１．７ 短冊型

２ ９Ｈ 泥岩 1１１ 4５ 1７ 1３２．４ 短冊型

３ ８Ｈ Ⅱ ホルンフェルス 9５ 4９ 1６ 9９．３ 短冊型

４ ８Ｈ Ⅱ ホルンフェルス 8３ 4５ 1７ 8７．２ 短冊型

５ ４Ｇ Ⅲ 泥岩 8７ 7１ 1４ 1２９．５ 短冊型

６ Ｉトレ Ⅲ ホルンフェルス 6９ 5３ １３ 8６．９ 短冊型

７ １０１ Ⅱ 泥岩 7８ 5５ 2イ 1５４．７ 短冊型

８ l０Ｈ Ⅱ ホルンフェルス 10イ 4９ 1６ 108.5 短IIB型

９ ８Ｆ Ⅱ ホルンフェルス 9９ 4７ 1８ 103.4 短冊型 図２０(11）

10 ９ 砂岩 6８ 6６ 2３ 1６８．５ 短冊型

1１ １４１１ Ⅱ 礫岩 7９ 7０ 2９ 2２４ 短冊型

1２ ３Ｅ Ⅱ 砂岩 8２ 5２ 2０ 1３９．２ 短冊型

1３ ２３Ｖ 砂岩 7イ 7１ 4０ 2８５．７ 短冊型

1４ ４Ｇ Ⅱ 砂岩 7２ 6０ 2３ 1３６．９ 短冊型

1５ ８Ｈ Ⅱ 不明 8Ｉ 5８ 2５ 1４０．６ 短冊型

1６ ２Ｇ Ⅱ 花崗岩 108 7５ 2４ 3２１．２ 短冊型

1７ ８Ｆ Ｉ 粘板岩 7９ 5５ 1４ 7８．５ 短冊型

1８ ４Ｇ Ⅱ ホルンフェルス 6５ 6４ 1１ 6２．９ 短冊型

1９ ２３Ｖ ホルンフェルス 1３２ 6３ 1５ 2１１．９ 短冊型

2０ ６Ｇ Ⅱ 砂岩 1３０ 7３ 2５ 310 分銅型

2１ ２６Ｆ Ⅲ 砂岩 7９ 74 1５ 1２８．２ 分銅型

2２ １４Ｆ Ⅱ 泥岩 8１ 4８ 1６ 8７．６ 分銅型

2３ ５Ｆ Ⅲ 砂岩 100 9４ 2５ 3０９ 分銅型

2４ l４Ｈ Ⅲ 砂岩 9８ 5５ 1７ 8９．１ 分銅型

2５ １０１ Ⅱ 泥岩 101 ｲ９ 1２ 7７．５ 分銅型 図２０(10）

2６ ２６Ｐ Ⅲ 砂岩 1１１ 7７ 2０ 2９８．２ 分銅型

2７ ５Ｇ Ⅱ 砂岩 lＯ５ 7８ 1７ 1７７．１ 分銅型

2８ ６Ｆ Ⅲ 砂岩 1１８ 7２ 2９ 2７２．８ 分銅型

2９ Ｋトレ Ⅱ 砂岩 1３８ 7８ 34 4０７ 分銅型

3０ ７Ｊ Ⅵ 粘板岩 1２４ 5５ 1８ 1７７．１ 分銅型

3１ １６Ｇ Ⅱ 泥岩 4８ 7２ 1１ 6５．９ 分銅型

3２ ８Ｈ Ⅱ 砂岩 9６ 5９ 1３ 106.6 分銅型

3３ ２Ｅ Ⅱ 砂岩 1４６ 1１２ 2７ 5６４．４ 分銅型 図２０(9)

3４ ｌＯＧ Ｉ 珊岩 110 6１ 2１ 1５６．５ 撲型

3５ ６Ｃ Ⅱ ホルンフェルス 1１９ 5２ 1８ 1７３．２ 撲型

3６ ｌＯＨ Ⅱ ホルンフェルス 1２１ 4６ 1２ 8１ 撲型

3７ ４１ 、 ホルンフェルス 102 4４ 2１ 1４２ 撲型

3８ １OＧ Ⅱ 砂岩 8２ 8２ 2５ 2２１．７ 撲型

3９ ２Ｆ Ⅱ 砂岩 9５ 7４ 2３ 1９３．６ 撲型

4０ ２７ｓ Ⅲ 砂岩 6４ 6１ 1７ 8５．７ 撲型

4１ Ｉトレ Ⅱ ホルンフェルス 1１２ 7０ 2０ 2２５．５ 撲型

4２ ２Ｅ Ⅲ ホルンフェルス １０１ 5２ 1４ 101.2 撲型 図２０(12）

４３ １０１ 1１ 不明 7１ 5３ 1５ 100 撲型

4４ ９１１ Ｉ 砂瞬 １０５ 2４ 2０４．４ 挨型
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表包含層，

「
ﾖﾘ表（４）

二
第８ 出土石器計ｉ

「
頑

才丁エ製刀曰完Ｆｇｆ証Ⅷ表 〔Ｚ） 二
｜

ヱヱエヱエヱヱエエ回国エヱ亟亜亟工工面ヱエコヱヱヱ

コヨ多垂百十豆則表

蛎
日善司＝－向支ヨヨ廿十調リ表

長（、）（m､）厚（）薗鬮（９））類Iii参

６６１打欠

１６１１９７打人Ｍ２０（15）

１７７１１打火

５７６打人

６１８７打欠

４２２８4６３切Ⅱ

７９２１６切n

Ｍ７１JⅡ］図２０１４）

藷毫

四コ=■十ｶﾞBUqI詰毫

ＮＯ山上区’'''二層位石材長（m､）幡（､､）厚（､､）繭風（９）分頬附考

■■、■，，砂満肌

ＮＯ 出土区 出土層位 石材 長（、） 編（m､） 厚（I】､） 重量（９） 分顛 備考

ｲ５ Ｅトレ Ⅲ 砂岩 200 8２ 2２ 3イ９．イ 撲型

４６ Ｋトレ Ⅱ 泥岩 １０８ 6５ 2１ 288．イ 挟刺

4７ １７ Ⅱ 不明 8６ ｲ５ 1９ 9１．６ 挟型

4８ Ｇ４ Ⅱ 砂岩 1２６ 6７ 1９ Z２Ｌ２ 撲型

ｲ９ Ｈ８ Ⅱ 安山岩 1２４ 6５ 24 2４１．１ 撲型

5０ Ｇ７ Ⅱ 砂岩 8３ 6９ 2３ １５９．１ 不I]1］

5１ Ｈ９ Ⅲ ホルンフェルス 7３ 4７ 14 5２．７ 不W｝

5２ Ｆ５ Ⅲ 砂岩 6８ 6９ 2イ 1２９．８ 不明

5３ Ｆ７ Ⅱ 泥岩 7２ 3９ 10 ｲ６．イ 不明

5４ １７ Ⅱ 砂岩 8４ 8０ 2２ 2０３．４ 不明

5５ Ｈ８ Ⅱ 珊岩 4５ 7８ １１ 4８．２ 不U］

5６ Ｊ５ Ⅱ 砂岩 2４ 8０ 2０ 4３．４ 不Illj

5７ Ｅ３ Ⅱ 砂岩 5８ 6２ 1９ 109．イ 不Ｉ，］

5８ Ｖ２３ Ⅲ 砂岩 7２ 8７ 1９ １７ｲ．７ 不I，］

5９ Ｖ２３ Ⅲ 粘板岩 6２ ４２ 1４ 5０．８ 不明

6０ Ｈ１０ ホルンフェルス 5８ ４９ ８ 3７．５ 不明

6１ Ｆ３ Ⅱ 粘板岩 6１ 5５ 10 5０．５ 不明

6２ 1１７ Ｉ 粘板岩 8６ 4８ 1６ 77」 短冊型

6３ Ｈ４ Ⅱ 粘板岩 8０ 4７ 1３ ｲ9．６ 不明

6４ Ｈ４ Ⅱ 粘板岩 8３ 5０ 1２ 5４４ 不Wｊ

6５ Ｆ２ Ⅱ ホルンフェルス 6イ 5５ 1１ 3６．３ 不明

6６ Ｓ２７ Ⅲ ホルンフェルス 8６ 3５ 10 ｲ2．２ 不明

6７ Ｄ７ Ⅲ ホルンフェルス ８１ 4４ '０ ｲ3．１ 不明

6８ Ｆ２ Ⅱ 不明 5６ 5７ 1２ 38．イ 不明

ＮＯ 出土区 出土層位 石材 長（、） 幅（、） 厚（um） 重量（９） 分類 備考

１ Ｊ３ Ⅲ 泥岩 6１ 5７ 1６ 66」 打欠

２ Ｊ３ Ⅲ 砂岩 5８ ｲ！ 1６ ４９．７ 打欠 図2０（１５）

３ Ｊ３ Ⅲ 泥岩 5８ ｲ９ 1７ 7Ｉ.イ 打欠

４ Ｊ３ Ⅲ 砂岩 5０ 4２ 2１ 5７．６ 打欠

５ Ｇ２ Ⅲ ホルンフェルス 6６ 3３ ８ 1８．７ 打欠

６ Ｇ２ Ⅲ 粘板岩 ４２ 2８ ４ 6．３ 切目

７ Ｆ５ Ⅲ 粘板岩 7２ 2７ ９ 2１．６ 切目

８ Ｆ９ Ⅱ 砂岩 6９ ｲ１ 2８ Ｍ７ 切目 図２０(14）

ＮＯ 出土区 H1十層付 石材 長（m､） 幅（、'） 厚（、I） 重量（９） 分類 備考

１ Ｊトレ Ⅱ 砂岩 1２３ 9６ 5３．５ 9２０

ＮＯ 出土区 出土層位 石材 長（m､） 幅（､､） 厚（1ｍ） 重量（９） 分類 備考

１ Ｅ１６ Ⅲ 砂岩 9イ 6８ 4８．５ 390」
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第４章追分遺跡の考察

揖斐郡藤橋村大字開田字追分にある追分遺跡は、揖斐川最上流部の支流の一つ西谷川が本流

に合流する地点から､約500ｍ遡った西谷川左岸の河岸段丘上に位置する。この段丘は東西約200

ｍ、南北約50ｍ、面積１万㎡以上に及ぶひろい範囲にわたっている。予備調査の段階では、石鍍

や石器製作過程の砕片、奈良～平安時代の須恵器や灰釉陶器類が若干ずつ採集されただけでは
カナメ

あったが、この地が西谷)||流域の西谷筋へ進入する要の地にあたるために、揖斐)11上流地域の

縄文時代から古代にかけて、重要な遺跡の一つとして注目されていた。

発掘調査は、平成元年度には遺跡の範囲確認を主目的として934m?、平成２年度には626m，、

合わせて計1,560mlにわたって行われた。その結果、堆積層は基本的には3層一第１層：表土

と耕作士，第１I層：角礫混じりの崖錐堆積物を含む黒褐色士層、第１Ⅱ層：暗褐色士層一から

なることが明らかになった。第１I層からは打製石斧などの石器類や須恵器などが出土するが、

縄文時代遺物の主要な包含層は第Ⅲ層であることが確かめられた。

縄文土器は240点を数えるが､すべて小破片ばかりで、そのうち所属時期を判別できる土器は

計36点で、内訳は早期前半の押型文士器と後半の条痕文系土器が計６点、後期土器が10点、晩

期土器が20点である。古代以降のものは、須恵器5点、土師器1点、中．近世陶磁器１１点、近代・

現代陶磁器５点である。第２節で観察したように、遺物包含層は西谷川の堆積した円礫の砂礫

層や沖積世堆積層から形成されているが、その包含層の中にも、背後の山地からの角礫混じり

の崖錐堆積物が流入しており、遺構も全く検出できなかったことから、ここに集落が存在して

いた可能性は非常に少ない。

出土した石器類は187点を数えるが、そのほとんどは縄文時代のもので、そのうち剥片･石核

類102点を除くと、定形石器は85点となる。その内訳は石鍼３点、石匙２点、削器２点、打製石

斧68点、石錘８点、磨石･叩石1点、凹石１点で、打製石斧が約45％を占め、石錘が１０％弱で、

これに次いでいる。

打製石斧は未製品や折損品18点を別にすると49点であり、短冊形・播形・分銅形に分かれる

が、長さによって分類すると、最小は48cmで、最大は200cm、７１～130cmのものが40点で約82％

を占める。原材はホルンフェルス、砂岩、泥岩、粘板岩などの比較的軟質な石材がほとんどで、

細工が粗雑であることからみても、打製石斧は木工具とは考え難く、土堀り用の道具と考える

べきであろう。竪穴住居を掘削するための用具とする意見があるが、根栽植物の採集や、ある

いは植栽用に使用された道具とみてよいであろう。つまり、追分遺跡は居住遺跡というよりは、

生産遺跡であった可能性がつよいと考えられるわけである。

なお、打製石斧製作過程に生じた剥片51点を含めて、剥片は100点にのぼり、石器製作工程の



4０

一部がこの地で行われた可能性も考えられる。

今後、さらに揖斐川上流の発掘をすすめるにあたり、集落跡と追分遺跡のような遺物散布地

との関わりについても、解明することに意を用いる必要があるといえよう。

（大参義一）
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第５章下開田村平遺跡の遺構・遺物

第１節基本的層序

今回調査にあたった第２地区（Ａ・Ｂ．Ｃ区）は揖斐川右岸の中位河岸段丘上に位置してい

るが、従来宅地及び畑・田地として利用されてきており、また、下開田地区の移転に伴う住居

等の埋め戻しによる削平・掘削がかなり入っており、Ｂ・Ｃ区においては基本的層序が失われ

ていた。Ａ地区においてもやはり部分的に攪乱が入ってはいたが良く残存していたので、以下

にＡ区48列北壁グリッドの層序を見てみよう。なお、第Ⅲ層で縄文時代中期．後期．晩期、第

V1.ＶⅢ層で縄文時代早期の文化層を確認している。（第21図）

第１層（5YR3/ｌ黒褐色士）表土。耕作ないしは現代の宅地によるものと思われる盛土で

ある。詳細に見るならば上部の耕作土、その中位の敷部分、下位の開田・開畑地の盛土

に区分できる。厚さ30～40cmである。

第１I層（5YR2/ｌ暗黒褐色士）Ａ区においては不安定な状態であったが、Ｂ区に厚く堆積

していた。縄文時代中期・後期・晩期の遺物包含層であるが、住居移転等に伴う埋め戻

し等によってほとんどの部分で攪乱を受けている。全体的に粘性は弱いが、しまりはあ

る。細礫を多く含む。厚さ30cmである。

第Ⅲ層（7.5YR4/３褐色士）径約１ｍｍの砂礫層である。径５mm程度の円礫、亜円礫を非常

に多く含む。非常にかたくしまっている。厚さ40～60cmである。

第Ⅳ層（7.5YR3/４暗褐色士）径約0.5mmの砂層である。径５mm程度の礫を若干含んでい

る。一部で堆積のない部分も存在するが約１０cm程度である。

第Ｖ層（7.5YR5/６明褐色士）第１V層より一段と細かい砂層である。ｌ～５mm程度の礫を

まばらに含み・下部に向かうほど粘性が強くなる。なお、第Ⅲ層～Ｖ層は河)||による堆

積と考えられ、遺物の包含は皆無であった。厚さ30cmである。

第Ⅵ層（7.5YR3/２暗黒褐色士）Ａ区において良好に残存していたが、やはりこの部分ま

でも攪乱が及んでいる。厚さは１０～20cm程度であり、粘性、しまりともある。縄文時代

早期の遺物包含層である。

第VH層（7.5YR4/６褐色士）第Ｖ層に近似した砂層である。Ａ区西部に向かうほど厚くな

る。厚さ10cm～30cm程度である。粘性は弱いが堅くしまっている。

第VⅢ層（7.5YR3/２暗黒褐色士）ｌ～２mm程度の炭化物を若干含む。調査地域西部ではみ

られなかった。厚さは約１０cm程度で縄文時代早期の遺物包含層である。粘性、しまりと

もある。



4２第１節基本的層序
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第21図発掘Ａ区49列北壁．Ｍ列東壁土層断面図
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第１X層（黄褐色士）砂層であり多く細礫を含む。本層からの遺物の出土はなかった。

第２節遺構

Ａ・Ｂ地区で竪穴住居跡１軒・士擴２基・ピット群を第１Ⅱ層上面で、焼礫集積遺構４基・屋

外炉１基・配石遺構４基を第VH層上面でそれぞれ確認した。ただし、層序の項でふれたように

Ｂ・Ｃ地区においては特にひどい撹乱が入っており、詳細な遺構確認はできなかった。焼礫集

積遺構については、従来、各報告によって｢集石遺構」・「集石土擴」・「礫群」・「集石炉｣と呼ば

れてきたものであるあるが、本報告では以下に詳述するように、人為的に火気を受けたと考え

られる拳大を主体とする礫のまとまりを焼礫集積遺構と呼ぶこととし、自然礫の集石遺構・配

石遺構とは厳密に区分している。

なお、Ｃ地区においては遺構は確認していない。

１．第１号竪穴住居跡（第24図）

①遺構

２～３－Ｅ，～Ｆ'グリッドに位置する。遣存状態は非常に悪く北東隅、南西隅、炉の一部分を

残すのみであるが、隅丸方形を呈する住居と考えられる。また、遣存している部分においても

覆土上部はほとんど消失しており、床面確認部分上部にわずか数cmほどであった。残存してい

た４個の炉石より炉は中央よりやや西寄りに存在したと考えられ、周辺には火気による硬化部

分が存在していた。貼り床などはなされておらず、南西部分の一部に床の硬化部分が確認でき

たが、硬化状態は弱い。柱穴等については確認できなかった。（佐野康雄）

②遺物（第25～27図ｌ～65）

本住居跡の覆土からは、早期から後期に及ぶ土器が出土している。有文土器を中心に、後述

する包含層の土器分類によりつつ、順に記述する。

早期の土器（１．２）

早期の土器と考えられるのは２点ある。内外面共に条痕が観察できる。器壁は厚く、焼成は

比較的良い。「茅山下層式｣あるいは｢上層式｣に比定できると思われるが、これだけの破片から

はどちらとも決めかねる。

中期の土器（３～58）

中期の土器を順に記述する。３は半裁竹管状工具による平行沈線内に爪形文を施したもので

ある。４．５は撚糸文を地文とし半裁竹管状工具によって文様を描いたものである。４は口縁
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第22図下開田村平遺跡第１I層Ａ区遺構配置図
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第23図下開田村平遺跡第Ⅱ層Ｂ区遺構配置図
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第24図第１号堅穴住居跡

部で、波状文が見られる。５は連弧文の一部であろうか。６．７は磨耗が著しく地文は不明で

あるが、半裁竹管による文様が描かれている。包含層分類と対応させるならば、３はＣｌ群ａ

類、４～７はＣｌ群ｂ類に属する。瀬戸内．関西系の土器である。

８は隆帯による渦文の一部から胴部にかけての破片である。隆帯上と隆帯に沿って刺突が連

続する。胴部には縦位の羽状沈線文が見られる。９～'１も同様な土器である。いずれも隆帯と

それに沿った刺突文がみられ、その周囲には羽状沈線文あるいは斜方向の沈線を施している。
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12は渦文を隆帯によって施したもの、１３は区画文を隆帯によって施したものである。13の渦文

の内部には、斜方向の沈線が充填されている。また、１３の区画内には羽状文が充填されている。

以上の土器(８～14)は、包含層分類のＣ２群ａ類になる。

１５は磨耗や剥離が著しいが、沈線によって渦文を描いたものであると判断した。Ｃ２群ｂ類

に属する。

16～18は胴部の破片で、隆帯を持つものである。羽状文が見られる。１９～30は胴部で縦位の

沈線間に縦位の羽状文を施している。沈線はへう状工具を原体とする細く深いものが中心であ

るが、縦位の沈線のみを棒状工具によって幅広で浅く施しているものもある。これらの土器

(１６～30)は東海西部の中期後半のものであり、Ｃ２群胴部ｂ類に分類されるものである。

３１は波状口縁を持つ。曲線的な文様を沈線で描き、その内部に縄文を充填する。３２は口縁部

にＲＬの縄文が施されている。沈線は太く深い。３３は口縁部。３４と36～38の４点は胴部の破片

で、３４．３６は直線的な沈線、３７は曲線的な沈線と縄文が認められる。３８は沈線による文様の一

端をうかがうことができる。以上の土器は広義の磨消縄文を持つものであるが、積極的に後期

とする根拠が認められないため、中期末のものであろうと考える。包含層の分類ではＣ３群に

相当する。

３９～43は直線的な沈線のみを持つものである。３９は波状口縁である。沈線が一条見られる。

40は直線と縦位の波状文を持つものであるが､包含層の分類で言うＣ２群土器の胴部であろう。

43は器形･文様とも判断つきかねる。４４と同一個体であろうか。４５は口縁部で、２条の沈線と、

その下位に斜方向の沈線が付けられる。これもＣ２群とすべきものであろう。

４６は口縁部の突起である。４８は口縁部で、突起がある。口縁端面には２条のへラ状工具によ

る刺突が巡り、内側は突起裏面へとつながる。外面にも同一原体による刺突が見られる。４９は

棒状の工具による押圧痕が連続している。５０も隆帯の下位に棒状の工具の圧痕が見られる。５１

は口縁部であるが、圧痕が２列施されている。５２は押し引きに近いが、沈線として連続しては

いない。５３．５４は竹管状の工具による刺突文が付く。５５．５６は円形の刺突文がなされる。５５は

口縁部で、端部には平坦な面をつくっている。５７は押し引きの沈線が見られ、その下位には縄

文が付けられている。３５は幅の狭い半裁竹管状の工具による沈線が連続して付けられている。

58は口縁部直下に隆帯を付け、隆帯上に沈線を施している。やや内湾する口縁部である。以上

の２点は共に中期の土器であろうと考えるが、分類は不明である。

後期の土器（59～65）

５９～65は何れも口縁部に多重の渦文を持つものである。５９は波状の口縁で､縄文を地文とし、

沈線による５重の渦文を描く。６０も同様なものである。５９に比べると沈線がやや太い。６１．６２

は縄文が見られる。６３．６４は渦文のみである。６５は隆線によって渦文を描いたものである。胎
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NＣ ｸﾞﾘｯﾄﾞ 層 番号 器種 遺存度 外面調整 内面調整 胎上 焼成 色調 備考

SＢｌ 3７０．１ 深鉢 胴部片 条痕 条痕 3～5mm大の砂粒多い 良好 にぶい黄燈色

２ 〃 3９３ 〃 〃 〃 〃 １mm大の砂粒多い 普通 Iq;M黄檀色

３ 〃 ＷＯ４４ 〃 〃 不明 ナデ 細かな砂粒多い 〃 燈色

４ 〃 WOO3 〃 口縁部片 撚糸文 〃 0.5～'1,mの砂粒多い 良好 褐灰色

５ 〃 260 〃 胴部片 〃 〃 0.5mmの砂粒含むが密 〃 灰黄褐色

６ 〃 3６９．１ 〃 口縁部片 ナデか 〃 1mmの砂粒多い bjりぃ 灰褐色

７ 〃 300 〃 胴部片 撚糸文 〃 細かな砂粒多い 仲６５M にぶ})黄橿色

８ 〃 WOl7 〃 〃 ナデ 〃 0.5ｍ'程の砂粒多い 普通 にぶい橿色

９ 〃 Ｍ２ 〃 口縁部片 不明 〃 0.5～2mmの砂粒多い 仲bjBM 燈色 磨耗箸しい

10 〃 Ｍ３ 〃 旧都片 ナデ 〃 ｑ５ｍｍの砂粒おおい 普通 燈色

1１ 〃 3４５ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒わずかに含 〃 桧色

１２ 〃 330 〃 〃 不IｌＩｌ 〃 細かな砂粒多い 〃 にぶい樋色

1３ 〃 0０８ 〃 〃 ナデ 〃 １，人の砂粒含む 〃 にぶい燈色

14 〃 WOl6 〃 〃 〃 〃 2mm大の砂粒含む 良好 暗赤褐色

1５ 〃 2６１ 〃 〃 ナデか 〃 2mmの砂粒含む もろい kjKM黄檀色 内面剥離

1６ 〃 328 〃 〃 ナデ 〃 1mm以下の砂粒多い 普通 浅黄色

1７ 〃 WＯｌ２ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 〃 u;い褐色

１８ 〃 WＯ１ｌ 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒多い 〃 灰黄褐色

1９ 〃 2９８ 〃 〃 〃 〃 １mm以下の砂粒多い 堅繊 黒色 内面にぷい黄橿色、継目

2０ 〃 0６１ 〃 〃 〃 〃 細砂、２mmの砂粒含む 普通 にぶい黄燈色

2１ 〃 0５８ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 〃 にぶい黄橿色

2２ 〃 0５７ 〃 〃 〃 〃 ０５１，mの砂粒含む 良好 灰褐色

2３ 〃 １０６ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒多い 68Ⅲ uⅡ)褐色

2イ 〃 105 〃 〃 〃 〃 0.5～2mmの砂粒多い 〃 にぶい褐色

2５ 〃 2９９ 〃 〃 〃 〃 l～3mmの砂粒多く粗い 幹ＭⅡ 黒色 内面にふい黄檀色

2６ 〃 WＯｌ３ 〃 〃 〃 〃 2,3mmの砂粒含む 普通 lqKⅢ褐色

2７ 〃 060 〃 〃 〃 〃 2～4mmの砂粒多い 仲68Ⅲ 灰褐色

2８ 〃 084 〃 〃 〃 〃 iIMかな砂粒多い 良好 檀色

2９ 〃 Ｍ７ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 〃 椅色

3０ 〃 007 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 〃 檀色

3１ 〃 ｲ２３．２ 〃 口縁郁片 縄文＋ナデ ナデか 2,3mmの砂粒含む 普通 燈色

3２ 〃 3１９ 〃 〃 〃 ナデ 細かな砂粒．雲母含む 良好 灰褐色

3３ 〃 0１１ 〃 〃 〃 〃 1mm内外の砂粒多い 普通 褐灰色

3４ 〃 006 〃 胴部片 〃 〃 1,2mmの砂粒多い 〃 ｕⅡ)燈色

3５ 〃 304 〃 〃 不明 〃 細かな砂粒含む 良好 浅黄檀色

3６ 〃 0０３ 〃 〃 縄文十ナデ 〃 １mmの砂粒含む 普通 にぶい黄燈色

3７ 〃 004 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒わずか含 〃 にぶい檀色

3８ 〃 WＯＩ８ 〃 口縁部片 〃 〃 l～3mmの砂粒多い 〃 灰褐色

3９ 〃 324 〃 胴部片 ナデ 〃 微小な砂粒多い 堅敏 淡黄色

ｲ０ 〃 0８３ 〃 〃 〃 〃 微小な砂粒有るが密 良好 uNⅢ黄燈色

ｌｌ 〃 ４２３．６ 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒多い 普通 灰褐色

ｲ２ 〃 WO32 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 良好 橿色

４３ 〃 2２７ 〃 口縁部片 〃 〃 ０５mmの砂粒多い 普通 灰褐色

Ⅱ 〃 0６２ 〃 〃 〃 〃 微小な砂粒多い ” 灰褐色

ｲ５ 〃 3２２ 〃 〃 〃 〃 Immiiil後の砂粒多い 幹もろい 浅黄色

ｌ６ 〃 3７３ 〃 〃 〃 〃 0.5mmの砂粒有るが密 良好 褐色

4７ 〃 3８１ 〃 胴部片 〃 〃 1mmの砂粒含む 普通 ｕ;い黄橿色 外面スス付着

ｲ８ 〃 37イ 〃 口縁部片 〃 〃 0.5mmの砂粒多い 普通 榿色

ｲ９ 〃 0１７ 〃 胴部片 〃 〃 1mm大の砂粒多く通い 〃 kjKM赤褐色

5０ 〃 WＯ５７ 〃 〃 不明 〃 l～3mmの砂粒多く粗い もろい にぶ',)燈色

5１ 〃 22Ｉ 〃 口縁部片 ナデ 〃 １，２mmの砂粒有るが密 良好 黄檀色

5２ 〃 4２６．１ 〃 胴部片 〃 〃 1mm砂粒含む 普通 檀色

5３ 〃 １６７ 〃 〃 〃 〃 細砂あるが密 幹65い 橿色

川 〃 0２６ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒含む 普j、 燈色
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２．第１号土壌（第28図）

４６Ｈ，グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で確認した。不整形な卵形のプランを呈し、長軸約

1.7ｍ、短軸約1.3ｍ、深さ約0.5ｍである。長軸を北北西に向ける。上層部分に人頭大の自然

楕円礫(濃飛流紋岩製)が集中しており、この中に混じって大型の打製石斧が２点出土した。

３．第２号土壌（第29図）

４８１'.Ｊ，グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で確認した。北部を攪乱されているが、おそらく

長方形のプランを呈すると考えられる。現存で縦軸約1.9ｍ、横軸2.2ｍである。西部にやや

プランをずらして扁平な人頭大の楕円礫(濃飛流紋岩製)の集中がみられるが、本来は第１号土

擴と同じ性格のものと考えられる。北部に焼けて硬化した部分が認められた。

４．焼礫集積遺構（第30.31図）

第１号焼礫集積遺構（第32図）

Ａ区-49Ｌ,グリッドのやや南西よりに位置する。プランからは掘り込みは観察できなかった

が、セクションからの観察結果からは中央部の最深部で約10cmの深さを持つm状土擴が伴って

いたと考えられる。この楕円形を呈する皿状士擴の中からは404個の礫が出土している。礫の

平面分布はほぼ皿状士擴の掘り込みの範囲に限られるが、周辺に散在する礫までを含めると南

北1.3ｍ、東西1.5ｍに及ぶ。中心部には礫のややまばらな部分が存在する。断面の分布範囲

は約10ｃｍで士擴上表部のみに分布している。礫の在り方は拳大程のものが大部分であり、１００

NＣ ｸﾞﾘｯﾄﾞ 層 番号 器種 遺存度 外面調整 内面調整 胎土 焼成 色調 備考

5５ 〃 366.1 〃 口縁部片 〃 〃 I～3mmの砂粒含む 〃 浅黄概色

5６ 〃 2Ｍ 〃 胴部片 〃 〃 細砂多い 〃 灰褐色

5７ 〃 2９１ 〃 〃 綱文 〃 細砂多い 〃 黄fWf色

5８ 〃 WOOイ 〃 口縁部片 ナデ 〃 1mmの砂粒含む 良好 にぶ})黄椴色

5９ 〃 0０１ 〃 〃 加文＋ナデ 〃 2mm以上の砂礫多い 〃 ｕ;い橋色 スス付着

6０ 〃 0１２ 〃 〃 〃 〃 I～3mmの砂擦含む 普j、 灰褐色

6１ SＢｌ ＷＯＯ７ 深鉢 口縁部片 1,文＋ナデ ナデ １mmの砂粒含む 普通 概色

6２ 〃 018 〃 胴部片 〃 〃 1cmの小礫含む 〃 暗赤褐色

6３ 〃 1４６ 〃 〃 ナデ 〃 1mm内外の砂粒多い 良好 黄橘色

Ⅲ 〃 0０５ 〃 〃 〃 〃 I～5mmの砂礫が多い 〃 暗褐色

6５ 〃 0０２ 〃 〃 〃 〃 密。雲母含む 〃 にぶい黄栂色
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ｇに満たない礫が主体を占め、平均重量は62.49である。230個の礫に赤化が(57％)、８個の

礫にタール状付着物が(２％)認められた。また、６３個の礫が完形であったが、他はすべて破損

しており、接合作業を行なった結果121点の資料の間で接合資料が得られた。接合後の礫の総
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第５章下開田村平遺跡の遺構・遺物５９

数は341個で、完形を呈する礫は84個となった。なお、接合関係については本焼礫集積遺構内

で帰結している。また、中央の空間部を挟んで両側で接合する礫がかなり存在しており、その

使用過程が想起される。掘り込み覆土中からは焼土・炭化物が若干検出されている。なお、本

焼礫集積遺構南西隅より早期前半のものと思われる楕円形押型文土器片が出土している。

第２号焼礫集積遺構（第32図）

Ａ区-48.49Ｌ，グリッドに位置する。北側で第１号焼礫集積遺構に隣接する。楕円形を呈す

るm状土擴の中から121個の礫が出土している。礫の平面分布は疎らであり、m状士擴の範囲

に限れるが、人頭大の礫１個が掘り込みよりやや南西へ外れた状態で出土した。分布範囲は南

北1.5ｍ、東西1.5ｍに及び、断面の分布範囲は約10ｃｍであり、土擴上表部のみに分布して

いる。礫の在り方は、人頭大の礫２個の他はすべて拳大の礫でｌｏｏｇ以下の礫が主体を占め、

平均重量は43.89である。７８個の礫に赤化が(65％)、３個の礫にタール状付着物が(３％)認め

られた。また、８４個の礫が完形であり、その率は非常に高い。残りの破損礫について接合作業

を行なった結果、７点の資料の間で接合資料が得られた。接合後の礫の総数は114個で、内、

完形を呈する礫は86個となった。なお、接合関係については本焼礫集積遺構内で全て帰結して

いる。掘り込み覆土中の礫の最底部レベルに焼土が若干観察された。

第３号焼礫集積遺構（第33図）

Ａ区-47Ｌ,.Ｍ'グリッドに位置する。楕円形を呈するm状士擴の中から1,094個の礫が出土

している。土擴底部には人頭大の礫が敷設されたかのように出土している。礫の平面分布はm

状土壌の範囲に限られ、前述の士擴底部施設直上まで密集累積している。礫の分布範囲は南北

1.3ｍ､東西1.6ｍに及び､断面の分布範囲は30ｃｍ弱で本遺跡の焼礫集積遺構の中で最大規模を

誇る。礫の在り方は、拳大程のものが大部分であるが、上部にも人頭大の礫が散在している。

重量は１００９に充たないものがやはり多いが、100～2009,200～3009の範檮のものも多く用

いられている。また、士擴底部の人頭大の礫が存在するため1,0009以上にもピークが認めら

れる。平均重量は１５８９である。529個の礫に赤化が(48％)、２個の礫にタール状付着物が

(0.2％)認められた。442個の礫が完形であり、他の破損礫について接合作業を行なった結果、

323点の資料の間で接合資料が得られた。接合後の礫の総数は771個で、内、完形を呈する礫は

515個となった。なお、接合関係については本焼礫集積遺構内で全て帰結している。掘り込み覆

土中からは焼土・炭化物が多量に検出された。また、覆土中より石鑛(チャート製)が1点出土

している。
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礫集石遺構

と／

図ＰＥＦ

圃螺
0゜わ

､

Ｌ７５ＹＲｙｉ(黒褐色±）

しまり強くやや粘性有。まばらに焼土。炭化物を含む。

Ｚ７５ＹＲｙｈ(黒褐色土）
１とほぼ同質。若干黄味を帯びる。

３７５ＹＲｼh(黒褐色土）

しまり強く粘性はない。炭化物を若干含む。
4.10ＹＲ船(黒褐色±）

しまり強く粘性はない。黄色ブロックが入る。

510ＹＲ弘(暗褐色土）

しまり弱く粘性やや有。Ⅷ層に相当(？）

287

希ｔＳＣiii濤乏苞≦三三三ｉ

第２号焼礫集積遺構

ゴーf一三 ○口

門

。
の
恥

‐

￣

ｌ７５ＹＲﾂｶ(黒褐色土）

しまり強くやや粘性有。焼土をまばらに含む。
￣27.5ＹＲ船(暗褐色土）

１とほぼ同質であるがやや黄味を帯びる。

ａ７５ＹＲｌ/b(褐色土）

しまり強くやや粘性有。焼土等はみられない。

ビヌ

287.0ｍ

1ｍ０
１０１

第32図第１．２号焼礫集積遺構
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1.7.5ＹＲ７ｈ(黒褐色土）
しまり弱く粘性有。炭化
物を密に含む。

2.7.5ＹＲ秘(暗褐色土）
しまり弱く粘性有｡焼土、
炭化物をまばらに含
む。

3.10ＹＲ秘(暗褐色土）
Ⅷ層に相当（？）

4.10ＹＲ秘(にぶい黄褐色土）
しまり弱く粘性有。黄色
ブロックを含む。

5.10ＹＲＷ灰黄褐色土）
まだら状に黄色ブロック
が混じる。しまり弱い。

i舌J職

蕊
1ｍ０

第33図第３号焼礫集積遺構
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第４号焼礫集積遺構（第34図）

Ａ区-49Ｎ，グリッド北西に位置する。北西部を現代の井戸によって攪乱を受けているために

プランから掘り込みをとらえる事はできなかったけれども、断面図から判断すると浅い掘り込

みを持つm状土擴が存在していたと考えられる。このm状士擴の中から156個の礫が出土して

いる。礫の平面分布範囲は南北0.8ｍ、東西1.2ｍであるが、本来は北側への広がりが想定さ

れる。断面の分布範囲は約１５ｃｍで、士擴上表部のみに分布している。また、本焼礫集積西部

に人頭大の礫が集中している箇所が認められる。礫の在り方は拳大程の礫が大部分で、，009

に充たない礫が主体を占める。平均重量は１１５９である。９８個の礫に赤化が(63％)、１個の礫

のみにタール状付着物が（0.6％)が認められた。９３個の礫が完形であり、残りの破損礫につい

て接合作業を行なった結果、１０個の資料の間で接合資料が得られた。接合後の礫の総数は１４６

個で、内、完形を呈する礫は95個となった。接合関係については、やはり本焼礫集積内で全て

帰結している。なお、掘り込み覆土中上部からは焼土．炭化物が検出されている。

Ｎ
Ｉ
Ｉ
ル
ユ
ー

′Ｏ
Ｓ

鍋鯛4-.、
凡噸

８．回 ｡

駆員
ロト

ｌ７５ＹＲＷ黒褐色±）

しまり強く粘性有。３～４mmの炭化物、火土を若干含む。
Ｚ７５ＹＲ弘(暗褐色土）

しまり強く粘性無。１０mm前後の亜円礫を含む。
31ＯＹＲＷにぷい褐色土）

根痕(？)。

287.4ｍ＿

討埜
1ｍ０

１１１

第34図第４号焼礫集積遺構

５．配石遺構（第22図）

本遺跡において､配石遺構としたものは１ｋｇ以上の扁平な非焼け完形礫(濃飛流紋岩)を用い、

径約1.3～2.0ｍ程度の範囲に円形に配置したものである。４７Ｋ，グリッド(第１号配石遺構)、４８

Ｌ，.Ｍ'グリッド(第２号配石遺構)、４９Ｌ，．Ｍ，グリッド(第３．４号配石遺構)で計４基確認し

ている。その平面分布は、第１号配石遺構については、東部及び北部を攪乱によって破壊を受

けているので焼礫集積遺構の存在については確認し得ないが､他はいずれも第1.2.4号焼礫
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焼礫集積接合関係図
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1号焼礫集積（ＳＳ１） 3号焼礫集積（ＳＳ３）曝数

（個）

３００

麗数

（個）

２００

１００ ２００

１００
０ ５００

礫重量（９）

１０００以上

１０００以上５００

礫重量（９）

０

農数
（佃）

2号焼礫集積（ＳＳ２）
暖

１００

０ ５００

礫重量（９）

】【】１０００以上 以上ＤＵＬ

礫重量（９）

第37図第１～４号焼礫集積遺構重量構成

集積遺構と若干その位置をずらしながらも位置するが、平面分布上相互の関連が想起される。

また、礫のめぐる径内は遺物及び焼礫の分布はまばらとなる。

６．屋外炉（第38図）

４８Ｊ，グリッドで1基確認している。１ｋｇ以上の扁平な礫(濃飛流紋岩)を７個を用いてＵ字形

に配置している。礫はいずれも焼け礫である。礫の垂直分布はほぼ同一レベルであり、Ｕ字形

に区切られた内部底面は焼けて堅くしまっていた。平面分布について見てみると、焼礫集積遺

構・配石遺構とは位置を大きくずらしている。周辺からは早期前半と考えられる条痕文系土器

片が出土している。（佐野康雄）
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第３節土器・陶器類

1．縄文土器

下開田村平遺跡の包含層からは､縄文時代草創期と前期を除く各時期の土器が出土している。

有文の土器を中心に、以下早期の土器から順に記述する。なお、何れも細片のため、個体を単

位とした分類は明確に行い得ず、破片の分類となっていることを断っておく。

①早期の土器（第40図１～１９）

早期に分類される土器は、１９点出土している。次のように分類する。

Ｓ１群一押型文士器

Ｓ２群一｢茅山下層式｣に類する土器

Ｓ３群一横位に羽状文を持ち｢上ノ山式｣に類する土器

Ｓ４群一無文だが、器壁がきわめて厚いものや胎士中に繊維を含むもの。

Ｓ１群（ｌ～３）押型文土器。３点あるが、いずれも胴部の破片である。ｌは極めて小さな

楕円文が施される。焼成後の円形の穿孔が認められる。２は不整な斜格子とでも言うべき文様

が施されている。３は小片であるが格子目文、あるいはネガティブな楕円文。以上の３点は出

土地点もかなり近い。

Ｓ２群（４～６）「茅山下層式｣に類する土器。３点ある。４は斜方向の沈線が施される。５

は口縁部の突起で、縄文が施される。６は厚い器壁に突帯が付けられている．焼成は不良でや

やもろい。

Ｓ３群（７～９）横方向の羽状文を施した土器。「上ノ山式｣土器に類するものである。いず

れも、短い沈線による横方向の羽状文を持つ。胎土中には、植物の繊維を多く含む。

Ｓ４群（10～16）無文であるが、器壁の厚さや胎土中に大量の繊維を含むことから早期の土

器であると判断した土器を一括する。１０～15は胎土中に大量の繊維を含む。１６は器壁の厚さか

ら早期の土器と判断した。

底部（17～19）器壁がきわめて厚いことなどから早期の土器の底部と考えられるものが３

点存在する。

②中期の土器（第41図２０～174）

中期の土器を以下のように分類する。

Ｃｌ群一半裁竹管状工具による沈線、爪形文を持つもの。

Ｃ２群一口縁部に渦文や区画文を持つもの。

Ｃ３群一磨消縄文を持つもの。

Ｃ４群一無文で沈線のみを持つもの。
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7０第３節土器・陶器類

Ｃ５群一刺突文、爪形文を持つもの。

Ｃ６群~押し引きの沈線によって特徴付けられるもの。

Ｃ１群（20～35）半裁竹管状工具による平行沈線文や爪形文を特徴とするものを本群とし、

次のように細分する。

ａ類一地文を持たず、半裁竹管による平行沈線文、爪形文をもつもの。

ｂ類一撚糸文を地文とするもの。

ａ類（20～23）２０はＺ字状の原体による押し引きが施されている。21.22は半裁竹管状工具

による平行沈線文の間に爪形文が施されている。２３は半裁竹管状工具による波状文が見られ

る。

ｂ類（24～35）地文の撚糸文を特徴とする土器である。２４は口縁部の破片で、口縁端部及

び外面口縁部以下の隆線に沿ってＣ字状の爪形文を施す。半裁竹管状工具による平行沈線文

も施されている。２５も口縁部の破片で、撚糸文を地文とし平行沈線を施す。口縁端部には刻

目がやや疎に施されている。２６は連弧文と思われる。２７には直線文と波状文が施され、２８は

直線文のみが認められる。２９～35は胴部の破片で地文の撚糸文のみが認められるもので、本

群に含めておく。本群土器は、中国・近畿に中心的に分布する船元・里木系の土器と考えら

れ、東海の編年では｢中富Ｉ・Ⅱ式｣に比定できよう。

Ｃ２群（36～81）口縁部文様帯に、渦文や渦文に取り付く弧状文、あるいは区画文が認めら

れるもの及び羽状沈線文を特徴とする土器を本群とする。本群土器は、東海西部の編年では、

｢咲畑式｣から｢山の神式｣までの間に比定できるものであると考えるが、小片のため詳細は知り

得ない。取り合えず、以下のように細別して記述する。

ａ類一上記の文様を隆帯によって施すもの。

ｂ類一同じく沈線によって施すもの。

ｃ類一口縁部から羽状文を施すもの。

ａ類（36～53）隆帯によって渦文あるいは弧状文を施した破片は４点ある。３６は渦文の内

部を沈線によって埋めている。３７は渦文にとり付く２条の弧状文を持つ。３８．３９は渦文のみ

の破片で、区画文等を為すものは、明確に文様を知り得るものがなく、口縁部付近の破片で

のもので、隆帯が認められるものを一括してこの類とする。区画の内部を斜方向の沈線で埋

めるものが多い。

ｂ類（54～61）沈線によって渦文を描くものは８点ある。５４はつよく内湾する口縁に渦文

とそれにとり付く弧状文を残す。横長の区画文も見られる。５５は渦文に付く２条の弧状文と

さらにその下位に連弧文が２条見られる。共に「咲畑式」と言えよう。５６は口縁部の破片で

あり、５７は口縁端部を残さないが口縁直下の破片と考えられ、何れも粘土を貼りつけ肥厚さ

せた上で渦文を施している。５８は渦文の内部に刺突を施している。６１は口縁部というよりは
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7２第３節土器・陶器類

胴部であるが、ここに含めておく。

ｃ類（62）素縁の口縁部から、縦位の羽状文を施したものが１点のみ存在する。

Ｃ２群の口縁部に対応すると考えられる胴部を分類する。以下のように細分する。

胴部ａ類一縦位の隆帯の間に縦位の羽状文を施すもの。

胴部ｂ類一縦位の沈線の間に縦位の羽状文を施すもの。

胴部ｃ類一横方向の隆帯に、指頭や棒状工具による押圧を加えたもの。

胴部ａ類（63～69）本類に数えられる土器は７点ある。縦位の羽状文は、ヘラ状工具によ

り細く深く描かれたもの(63～65)と、棒状工具により幅広で浅く描かれたものがある。

胴部ｂ類（70～78）本類に数えられるのは９点ある。ａ類と同様、沈線の特徴から二分す

ることができる。７８は縦位の沈線が欠損した破片であり、ａ類とも考えられる。

胴部ｃ類（79～81）この類と考えた土器は３点ある。７９は隆帯上に指頭による圧痕、８０．

８１は棒状工具による押圧痕が認められる。円形の刺突文が施されている。いずれも焼成がや

や脆く、器面が荒れた状態を呈している。

以上に述べてきたＣ２群の土器は、「咲畑式」をはじめ、東の影響の強い「取組式」から｢山

の神式｣に至る東海地方西部の中期後半の土器型式を構成する深鉢であるが､口縁部と胴部の

対応関係の解る例はなく、また口縁部文様帯の破片についても小片が多く、編年上の位置が

正確に決められるものは多くないために一括した。

Ｃ３群（８２～124）広義の磨消状文を持つ土器のうち、縄文帯や沈線の諸特徴から積極的に

後期に分類できるものを差し引いた残りを本群として記述する。口縁部を次のように分類し、

胴部は一括して提示する。

ａ類一波状口縁で、縄文帯と無文帯が上下に重なるもの。

ｂ類一水平口縁で、縄文帯と無文帯が見られるもの。

ａ類（82～85）４点ある。８２は低い波状口縁のもので、波頂部口縁端部に刺突文をもつ。

８３は口縁部直下に屈曲を持つ。８４は沈線が連続せず切れている。断面Ｕ字形の沈線は幅が広

く深い。８５も連続しない沈線があり、口唇部にも縄文が施されている。

ｂ類（86～89）４点あり、何れも口縁部直下が無文帯である。８６は低い波状口縁を持つも

のの一部かも知れない。

胴部資料（90～124）９０～106は直線的あるいは曲線的な沈線が１条のみ認められる。沈線

の幅や深さはバリエーションに富む。９０．９１は赤褐色を呈し同一個体のものであり、口縁部

８９の胴部であろう。その他では縄文はＬＲが多い。107～113は直線的な沈線が２条ないし４

条見られるものである。114～116は渦文(あるいは同心円文)に磨消縄文を施すものである。

117～124の８点は沈線により描かれた文様の一部が知られる資料である。

Ｃ４群（125～145）沈線のみを持つ土器を一括する。あるいは中期には属さないものもある
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かもしれないが、Ｃ３群との類似からここに位置付けておく。125～128は口縁部、他は胴部の

破片である。125は波状口縁に復元される。４条の沈線が施される。126は水平口縁、沈線は

1条見られる。127は口縁端部が内傾する面をなし、外面には縦位の沈線が施される。

129～132は２条の曲線的な文様を描く。132は沈線がきわめて細くかつ浅いものであり、他の

３点とは異質である。133は２条の沈線で直線的な文様を施す。あるいはＣ３群に属するもの

の縄文が磨耗してしまったものかも知れない。134は波状文が描かれる。135は渦文である。

136～140は多条の沈線が施されたものである。136～138は同一個体。141～144はＣ２群の胴部

資料である可能性が高い。

Ｃ５群（146～171）刺突文や工具による圧痕によって特徴付けられる資料を一括して本群と

する。146～155は口縁部、他は胴部である。146は口縁部をわずかに内側に屈折させ、そこに

上下２段の円形の刺突文列をめぐらす。147は口縁部を内外に肥厚させ、外傾する面をつくり

そこに２条の刺突文列をめぐらす。148は口唇部と口縁部側面に円形の刺突文列がめぐる。

149はへう状の工具による刺突文列が２条口縁部に施される。150も波状口縁の波頂部に３条

の沈線を施し、ヘラ状工具による刺突をしている。151は口唇部、胴部に沈線を施し、その内

部をへう状の原体による刺突文でうめている。152は口縁部に３条の沈線を施し、その間に爪

形状の刺突をしている。この土器は焼成が良好で、口縁端部に鋭い稜が残る。153.154は先端

の尖った工具による刺突文を施す。155は棒状工具の先端による圧痕が見られる。

胴部の資料では、156～158は円形の刺突文が見られ、159は三角形の刺突が見られる。１６０

はへう状の工具による刺突である。161は爪形文が沈線による区画の内部に見られる。162は

沈線内に爪形文を施している。163は棒状工具の先端による圧痕を連続させたものである。

Ｃ６群（172～174）押し引き沈線によって特徴付けられる土器を一括する。172は波状口縁

の波頂部であるが、口縁部を内側に屈折させ、そこに２条の押し引きによる沈線を施す。外面

にも同一の原体による押し引きの沈線が認められる。173は平縁。口縁部には縄文が付けられ、

その下位に横方向に押し引ききれている。174は胴部の破片であるが、薄手の土器である。押

し引きによる沈線が縦横にそれぞれ２条見られる。

Ｃ３群～Ｃ６群とした土器の多くは、Ｃ２群との関連が強いものであると思われ、Ｃ２群に

分類されるべき土器を含んでいるかもしれない。しかし、小片であり、積極的にＣ２群とする

根拠にも欠けるため、このような分類とした。また、その所属時期が不明確なものもあり、一

部に中期に属さないものも含んでいる可能性がある。

③後期の土器（第45～47図175～214）

後期の土器を以下のように分類する。

Ｋ１群一磨消縄文系の土器。
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Ｋ２群一縁帯文系の土器。

Ｋ３群一往口土器

Ｋ４群一北陸系と考えられる土器。

Ｋ１群（175～191）何れも細片で器形も不明であるし、完結した縄文帯の見られるものがな

いため、縄文帯の特徴や、沈線の太さやタッチ等から積極的に後期に属すると言い得るものの

みを本群とする。

口縁部を中心に以下のように分類し、胴部資料はまとめて述べる。

ａ類一波状口縁のもので、沈線が口唇部にまで達するもの．

ｂ類一波状口縁のもので、刻目のある隆帯を口縁部に施したもの。

ｃ類一平口縁のもの。

ａ類（175.176）175は波頂部が富士山形を呈し、そこから２条の沈線が施される。176は

波頂部に平坦面をつくり、４条の沈線を施していると推定される。

ｂ類（177.178）同一個体の破片が２点ある。口縁端部は内外に肥厚し、そこから刻目の

ある隆帯を垂下させる。暗褐色を呈し、焼成は良好である。

ｃ類（179～182）４点ある。179は口縁直下が縄文帯、他は口縁直下が無文帯となってい

る。いくぶん内湾する口縁部である。縄文はＬＲｏｌ８０は暗褐色を呈し堅繊焼成である。縄文

はＲＬｏｌ８１は内湾する口縁である。縄文はＬＲｏｌ８２の縄文もＬＲである。181.182はある

いは低い波状口縁に復元されるものかもしれない。

胴部（183～191）183～185は２条の曲線的な沈線による縄文帯が見られる。縄文帯の幅は

１ｃｍ前後である。186は沈線が３条認められる。187は縄文帯が磨耗しているものと考えられ

る。188には多条の沈線が施されている。

以上のように、Ｋ１群土器は、細片が多いため詳細は不明といわざるを得ないが、口縁部資

料の特徴から｢中津式｣併行期としておく。

Ｋ２群（192～211）縁帯文系の土器を本群とする。次のように細分する。

ａ類一頚部のくびれた器形で、口縁部を内側に肥厚させ－条の沈線を施すもの。

ｂ類一口縁部を内外に拡張し２条ないし４条の沈線を施すもの。

ｃ類一上記に含み得ないものを一括する。

ａ類（192～197）口縁部を内側に肥厚させ、そこに1条の沈線をめぐらすものを本類とす

る。192は２個を単位とする突起の周辺に縦位あるいは斜位の沈線を施し、その他の部分は１

条の沈線を巡らせ、その外側に棒状工具による押圧が巡る。くびれた頚部は無文である。

193は沈線の外側に圧痕を持つ。194は波状口縁で、波頂部に刺突文を持つ。195は沈線内

に刺突が施される。196.197は沈線のみが見られる。

ｂ類（198～200）198は口縁部を内側に拡張し３条の沈線を施すものである。１９９．２００は口
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縁部を外側に拡張している。199は２条、200は３条の沈線が施されている。

ｃ類（201～211）縁帯文系の土器で、以上の分類に含み得なかったものを一括して記述す

る。これらの土器は｢類｣というまとまりを持つものではないが、煩雑さをさけるため、便宜的

にこうしておく。201.202は同一個体であり、口縁部を肥厚きせ内傾する面をつくり、そこに

３条の沈線を施すものである。203は口縁部をわずかに外折させるもので、外面は２条の沈線

の間に刺突文を加える。口縁部内面に突起が付けられている。204は口縁部に押圧のみが施さ

れている。205.206は端部を欠くが口縁部と思われる。肥厚させた部分に沈線文が施される。

207は口縁部がわずかに立ち上がる。208は小さな山形を呈する口縁部に圧痕を付けている。外

面は条痕調整。209は２条の沈線内に刺突が施される。

Ｋ３群（212）注口部のみの破片が１点出土している。

Ｋ４群（213.214）後期の土器のうち、北陸系と考え得るものを本群とする。２点ある。

213は口縁部。連弧状の文様が見られる。焼成の良い土器である．214は断面が三角形を為す

隆帯とへラ状の工具による沈線が見られる。

④晩期の土器（第４８図２１５～２４３）

以下のように分類した上で記述する。

Ｂ１群一口縁に凸帯文を持つ条痕調整深鉢形士器。

Ｂ２群一無文の精製土器。

Ｂ１群（215～240）215～218は口縁部、219～240は胴部の破片である。215は貝殻による押

圧を施した突帯を貼りつける。「五貫森式｣に比定できよう。216～218は指頭による押圧が施さ

れた突帯を持ち、口唇部を面取りして平坦な面を作り出す。218は口唇部にアナダラ属の貝殻

縁による押し引きが施されており、胴部には櫛状工具による条痕が施されている。これらは

｢樫王式｣に比定されよう。本群土器の口縁部の直下の条痕の方向は、ほとんどの個体で横方向

であるが、219はやや右下がりに施される。胴部の破片はいずれも極めて粗い条痕が認められ

る。

Ｂ２群（241～243）３点ある。何れも器面をミガキあるいは丁寧なナデによって平滑に仕上

げている。焼成も良好で、暗褐色から黒褐色を呈する。241は段を為して立ち上がる口縁部で

ある。他の２点は素縁である。

⑤時期不明の土器（第４９図２４４～２５１）

以下の８点は、所属する時期や土器型式を決めかねる土器である。中期のものではないかと

も考えたが、明確に決定できないため、不明としてここで提示する。

244は強く内湾する口縁部で、口縁端部は真っすぐ立ち上がる。外面にはＸ字状の隆線を施
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8２第３節土器・陶器類

し、その交点に刺突を施している。245も内湾する口縁であろう。外面には押圧のある隆帯を

２条巡らし、その下位にＸ字状の隆線を付ける。246はやや内湾する口縁部の外面に波状の沈

線が付く。口縁端部は内傾する面を持つ。247は平口縁。外面に原体不明の細かな圧痕が付く。

248は把手である。249は胴部で２条の横位の沈線間に短く羽状に沈線を施している。250は押

圧のある突帯を２条貼りつけたものである。251は隆帯上に棒状の工具による沈線を施してい

る。これは中期に置くことができるものかもしれない。 （村木誠）
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第12表包含層出土縄文土器観察表（２）

畷
NＣ ｸﾞﾘｯﾄﾞ 層 番号 器種 遺存度 外面調整 内面調整 胎土 焼成 色調 備考

2， ｲ６Ⅱ １１ 0０１ 〃 口縁部片 撚糸文 〃 2mm大の砂粒多い 普通 浅黄椅色 黒色スス付着

2５ 3Ｇ IＩ 0０３ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒多し 普通 橿色 黒褐色スス付着

2６ 6［ Ⅱ 0０５ 〃 胴部片 〃 〃 細かな砂粒多い 普通 こぶⅢ褐色

2７ lＣ I［ 2３２ 〃 〃 〃 〃 2,3mmの砂粒多く阿lい 普通 褐色

2８ IＣ Ⅱ 0９３ 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒。雲母有 普通 暗褐色 黒色炭化物付着

2９ 2， Ⅱ 1６７ 〃 〃 〃 〃 2mm大の砂粒含む 普通 浅黄栂色 外面黒褐色スス付着

3０ 2， Ⅱ 1８９ 〃 〃 〃 〃 2mm大の砂粒含む 普通 褐色

3１ IＣ Ⅱ 0７９ 〃 〃 〃 〃 ２ 3mmの砂粒含む 普通 黄灰色

3２ IＣ 2３４ 〃 〃 〃 〃 3mm大の砂粒あり 普通 橋色 黒色炭化物付着

3３ 3Ｆ Ⅱ 0３８ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒含む 普通 橿色

3４ lＣ Ⅱ 0２５ 〃 〃 〃 〃 l～3mmの砂粒含む 普通 浅黄栂色

3５ IＣ Ⅱ 2１７ 〃 〃 〃 〃 微小な砂粒多い 良好 u;l)楕色 内面黒褐色

3６ ZＣ Ｎ Ⅱ 0０４ 〃 〃 〃 〃 0.5mmの砂粒多い 普通 淡黄色 一部にスス付着

3７ 3Ｆ Ⅱ 0１３ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒多い 普通 浅黄榿色

3８ 2， Ⅱ 1７３ 〃 〃 〃 〃 0.5mm以下の砂粒多い 普通 榿色

3９ 3Ｆ Ⅱ 0０５ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 普通 浅黄橿色

ｲ０ lＣ 11 1７０ 〃 〃 〃 〃 5mm大の砂粒あり 普通 灰黄色

ＩI lＣ Ⅱ 0１５ 〃 〃 〃 〃 lmmの砂粒多く粗い 普通 燈色

ｌ２ IＤ Ⅱ lｌ３ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒含む 良好 褐色

ｲ３ ＩＤ Ⅱ 0０７ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒含む 普通 灰白色

ｲｨ 3Ｅ Ⅱ 0１１ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒含む 〃 黒色 内面uKM橋色

ｌ５ 2Ｃ 1１ 0５９ 〃 〃 〃 〃 2ｍ大の砂粒含み粗い 〃 淡黄色

ｌ６ IＣ Ⅱ 250.1 〃 〃 〃 〃 1mm程度の砂粒多い 〃 燈色

ｲ７ 2， Ｎ Ⅱ 0０３ 〃 〃 〃 〃 3mmの砂粒有り 良好 橿色

ｲ８ IＤ Ⅱ 0１７ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒含む 〃 灰赤色 スス付着

４９ IＤ Ⅱ １Ｍ 〃 〃 〃 〃 2mm大の砂粒多い 普通 にぶい橿色

5０ 3Ｅ Ⅱ 0１２ 〃 〃 条痕か？ 〃 細かな砂粒多い 〃 にぷい黄栂色

5１ 3Ｅ Ⅱ 0０２ 〃 〃 ナデ 〃 1mmの砂粒多く粗 〃 暗褐色

5２ 4， 1１ 0０９ 〃 〃 〃 〃 lmlnの砂粒多い 良好 暗褐色

5３ IＣ IＩ 0３３ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多し 651】 赤褐色

5イ 2， 1１ 1６２ 〃 〃 〃 ﾅﾃﾞ+条痕か １mmの砂粒多く粗い 普通 淡黄色

5５ lＣ Ⅱ 1６４ 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒多く粗い 幹もろい 〃

5６ lＣ Ⅱ 2１６ 〃 口縁部片 〃 ナデ 1mmの砂粒含む 良好 〃

5７ 2， Ｎ Ⅱ 0０９ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒含む 〃 浅黄檀色

5８ 3Ｅ Ⅱ 03イ 〃 胴部片 〃 〃 lmnlの砂粒わずかに含 普通 談黄色 黒色スス付着

5９ lＥ Ⅱ 0１２ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 〃 赤褐色

6０ 4611 Ⅱ 0０２ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多い 〃 灰白色

６１ 2Ｃ Ⅱ 1５２ 深鉢 胴部片 ナデ ナデ 1mmの砂粒多い 良好 褐色

6２ IＣ Ⅱ 2１５ 〃 〃 〃 〃 2m'､の砂粒含む 仲もjBぃ 明赤褐色

6３ 6Ｋ Ⅱ 0０２ 〃 〃 〃 〃 I～3mmの砂粒多い 普通 淡黄色

6イ 3Ｆ 0３６ 〃 〃 〃 〃 3～5mmの砂粒含む 〃 栂色 内面黒色炭化物付着

6５ ４８［ 004 〃 〃 〃 〃 微細な砂粒多い 〃 ｕｉⅢ黄櫨色

6６ 2， Ⅱ 2７３ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多い 〃 灰褐色

6７ 2Ｃ Ⅱ 0０１ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多い 〃 にぷい黄橿色

6８ lＥ 1１ 056 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒含む 〃 灰褐色

6９ IＥ Ⅱ 0２１ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 良好 淡黄色

7０ 4１ Ⅱ 009 〃 〃 〃 〃 l～5mmの砂粒多く粗い 〃 燈色 黒色スス付着

7１ ｌＥ Ⅱ 0０１ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多く粗い 普通 灰褐色

7２ lＤ Ⅱ 0８７ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒多い 良好 〃

7３ ZＣ Ⅱ 2５６ 〃 〃 〃 〃 I～3mmの砂粒多く粗い 普通 談黄色

7イ 3Ｆ Ｗ 0０２ 〃 〃 〃 〃 1mm砂粒。雲母含む 〃 赤橿色 75と同一個体か

7５ 3Ｆ Ｗ 0０５ 〃 〃 〃 〃 1,21,mの砂粒含む 〃 〃 74と同一個体か

7６ 3Ｅ Ⅱ 0１０ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い 良好 にぶい黄褐色 スス付着

7７ 3Ｆ Ｅ 0０２ 〃 〃 〃 〃 微小な砂粒多い 〃 暗褐色

7８ 4， 0０９ 〃 〃 〃 〃 31nmの砂粒わずかに含 普通 浅黄橿色

7９ IＣ Ｕ 0２９ 〃 〃 〃 不明 1,2mmの砂粒多い 神も8M 橋色 器面荒れている

8０ 3Ｆ 0０３ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

8１ 3Ｆ Ｓ 0０１ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

8２ IＤ Ⅱ 106 〃 口縁部片 縄文＋ナデ ナデ １，２mmの砂粒多く含む 普通 IuXⅢ褐色 縄文ＲＬ



陶

一一
表
岡

劉
外二二二二’二二

二二二

第３節土器8４

ｊ

存
３

７

合
む
む

》》》》》》》疵》》》》》》》》》『》『冊》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》
ｈ
む

む
し
い

Ⅲ

銚弛“識釧釧釧
く

多
多
む

雌
好

む
む
い
母
い
粒
今

表
雲
がい
る

察馳馳冊》洲》》州》
粒
多
、

観
砂
和
粒

器
の
砂
砂

、
の
の

５
ｍ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

２
３
－

縄

I
穐

鉢
鉢
鉢

ｊ

深
浅
深

Ｉ
６
８
－
２
６
３
－
７
０
６
６
３
８
５
４
５
１
０
３
－
５
１
７
５
４
２
６
－
４
１
８
０
１
８
６
３
２
５
２
４
５
０
３
０
２
３
２
５
６
０
３
４
１
２
３
２
２

回
戸
皿
加
２
２
０
－
０
０
０
０
０
０

１
８
１
０
１
－
０

７
４
７
１
０
２
８
１
３
０
０
４
２
３
２
－
６
０
２
０
２
２
７
－
０
７
－
０
８
３
２
６
０

５
０
０

０
０
０
０
３
０
０
０
０
２
－
０
３
０
２
０
１
０
０
０
０
０
０
１
１
０
１
０
２
０
０
１
５
０
０
１
０
２
２
２
０
０
０

番
５

２
８
８
８

２
２

３
３
３

屑
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｉ
１
１
１
１
Ｉ

卜
Ⅳ
５
Ｎ

１
Ｗ
＃

７
Ｎ

１
０
０
０
０
０
０
Ｆ
ド
ド
－
６
０
Ｆ
Ｐ
Ｃ
０
０
０
Ｆ
０
０
ｒ
０
１
０
０
０
０
０
ｊ
０
０
６
０
０
０
０
ｃ
ｃ
０
０
０
０
ｒ
ｒ
０
０
６
０
０
０
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
０
７

７
２
１
２
２
２
３
３
３
４
４
１
３
３
２
２
４
２
１
２
２
３
２
３
２
１
１
４
－
３
－
３
１
２
４
２
４
２
２
２
２
２
２
－
２
３
３
１
－
３
２
２
２
－
－
１
２
２
４

３
４
５
６
７
８
０
０
－
２
３
４
５
６
７
８
０
０
－
２
３
４
５
６
７
８
０
０
１
２
３
４
５
５
７
８
０
０
－
２
３
１
５
６
７
８
０
０
１
２
３
４
５
６
７
８
０
０
１

８
８

１
０
１
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
－

２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
Ｉ

Ｎ
ｌ
－
－
１
１
１
－
１
１
１
－
１
－
１
－
１
－
１
１
１
１
１
－
－
１
－
－
－
－
－
１
１
－
１
１
１
１
－
１

・
図
・
■
■
・
・
■
・
・
■
肥

NＣ ｸﾞﾘｯﾄﾞ 層 番号 器種 遺存度 外面調整 内面調整 胎上 焼成 色調 備考

8３ l、 Ⅱ 1２４ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多し 〃 赤褐色

Ⅲ 2， Ⅱ 2６６ 〃 〃 〃 〃 3～5mmの砂粒有り 〃 赤色

8５ lＣ Ⅱ 2２８ 〃 〃 〃 〃 微小な砂粒有るが良好 〃 樋色 口唇部にも縄文ＬＲ

8６ 2Ｃ Ⅱ 2５１ 〃 〃 〃 〃 |、大の砂粒多く含む 神６５M 暗褐色

8７ 2， Ⅱ 0１２ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多い 〃 ｋｊＫい栂色

8８ 2， Ⅱ 1８６ 〃 〃 〃 〃 １，２mmの砂粒多い 普通 にぶい黄燈色

8９ 3Ｆ Ⅱ Oｌ３ 〃 〃 〃 〃 2,3ｍの砂粒多い 〃 明赤褐色 89,90,91は同一個体

9０ 3Ｆ Ⅱ 0０１ 〃 胴部片 〃 〃 〃 〃 〃 縄文Ｌ

9１ 3Ｆ Ⅱ 0０７ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

9２ ｌ［ Ⅱ 010 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒小量含む 〃 にぶい黄褐色 綱文ＬＲ

9３ ｲＥ Ⅱ 0１６ 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒含む 〃 褐色 縄文ＲＬ

9４ lＣ Ⅱ 006 〃 〃 〃 〃 微小砂粒含むが密 〃 lu;})樋色 縄文Ｌ

9５ 3Ｆ Ｗ 0０３ 〃 〃 〃 〃 微小な砂粒含む 〃 暗灰色 綱文ＲＬ

9６ 3Ｆ Ｓ 0０８ 〃 〃 〃 〃 l～3mmの砂粒含む 〃 uNⅢ黄燈色

9７ 2Ｃ Ｎ 1１ 0０５ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 ｋｊＫｌｌ燈色 縄文ＬＲ

9８ 2， Ⅱ 074 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 〃 燈色

9９ 4， 0３５ 〃 〃 〃 〃 l～5mmの砂粒含む 〃 IuKlI)赤褐色

100 2， Ⅱ 0２７ 〃 〃 〃 〃 1mm砂粒含む 〃 燈色

101 lＥ Ⅱ 0２９ 〃 〃 〃 〃 1ｍ程の砂粒含む 〃 浅黄橿色

102 2， Ⅱ 3４３ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒多い 〃 樋色

103 2， Ⅱ 0７１ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒。雲母多し 良好 暗赤褐色

104 3Ｆ Ｗ 0１５ 〃 〃 〃 〃 1,2ｍの砂粒多い 普通 明赤褐色

105 2， Ⅱ 0０７ 〃 〃 〃 〃 １５mm以下の砂粒多い 〃 〃

106 3１ Ⅱ 0２７ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒小量含む 良好 lqiM黄燈色

107 2， Ⅱ 2８５ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 普通 灰褐色 縄文Ｌ

108 l、 Ⅱ 1７４ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 〃 灰褐色

109 lＥ 0３２ 〃 〃 〃 〃 砂粒わずかに含むが密 良好 MKM黄燈色

110 ｲ， Ⅱ 006 〃 〃 〃 〃 l～3mmの砂粒。雲母 普通 燈色

1１１ IＣ Ⅱ 2５３．１ 〃 〃 〃 〃 １mm以内の砂粒含む 仲もろい MKM燈色

1１２ 3Ｄ Ｓ 004 〃 〃 〃 〃 ｑ５mm以下の砂粒多い 仲もろい u;Ⅲ黄褐色

1１３ IＣ Ⅱ 2４１ 〃 〃 〃 〃 微細な砂粒含む 普通 uiM黄樋色

1１４ 3」 Ⅱ 0２８ 〃 〃 〃 〃 0.5～1mmの砂粒含む 〃 にぶい黄橿色

1１５ lＤ Ⅱ １３０ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多く含む 〃 淡黄色

1１６ 2， Ⅱ 0２１ 〃 〃 〃 〃 1mm以下の砂粒多い 〃 にぶい橿色

1１７ 4Ｅ Ⅱ 0１８ 〃 〃 〃 〃 11,m以下の砂粒多い 幹68Ⅲ u;Ⅲ黄燈色

1１８ 2Ｃ Ⅱ 066 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒多い 普通 にぶい栂色

1１９ 4， Ⅱ 0０３ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 〃 淡黄色

1２０ 2， Ⅱ 022 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 幹もろい luiⅢ黄褐色 内面黒色、磨耗箸しい

1２１ 2， Ⅱ 0０５ 深鉢 胴部片 縄文＋ナデ ナデ 1,2mmの砂粒含む 普通 kぷい黄燈色 黄褐色の付着物あり

1２２ 2Ｃ Ⅱ 1２２ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒含む 良好 赤灰色 内面栂色、縄文ＲＬ

1２３ 2Ｃ Ⅱ 1２４ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒含む 普通 uⅡ)黄橿色 縄文ＲＬ

１２イ 2， Ⅱ 0７５ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 〃 暗褐色

1２５ 2Ｃ Ⅱ 1１９ 浅鉢 口縁部片 ナデ 貝殻条痕 細かい砂粒含むが密 良好 ｕＮｌｌ栂色

1２６ IＣ Ⅱ 0０３ 深鉢 〃 〃 ナテ 1mmの砂粒。雲母含む 普通 luim黄褐色

1２７ 2， Ⅱ 270 〃 〃 〃 〃 0.5mmの砂粒含む 〃 橿色

1２８ 3Ｆ Ｗ 0１２ 〃 〃 〃 〃 １mmの砂粒多い 良好 浅黄色

1２９ 3Ｆ Ｗ 0０３ 〃 胴部片 〃 〃 3～１０ｍの小礫含む 普通 橿色

1３０ IＣ Ⅱ 1８２ 〃 〃 〃 〃 l～3mmの砂粒含む 〃 uiM燈色

1３１ lＣ Ⅱ 2２５．５ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多い 〃 灰褐色

1３２ 3Ｅ Ⅱ 0３６ 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒含む 〃 浅黄燈色

1３３ 2， Ⅱ 0２０ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多い 〃 に』KⅢ褐色

1Ｍ 2Ｃ Ⅱ 1６３ 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒多い 〃 に爪１１)黄燈色

1３５ 2Ｃ Ⅱ 004 〃 〃 不明 〃 0.5mm以下の砂粒含む 〃 にぶい黄燈色

1３６ lＣ 3８２．１ 〃 〃 ナデ 〃 0.5～2mmの砂粒含む 〃 燈色 137,138は同一個体

1３７ IＣ 3８２．２ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

1３８ IＣ 3８２．３ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

1３９ 2Ｃ Ⅱ 0５２ 〃 〃 〃 〃 ｑ５ｍｍの砂粒。雲母含 〃 IuKM楕色 黒色スス付着

140 2， Ⅱ 0０３ 〃 〃 〃 〃 3mmの砂粒多い 〃 ｕ;Ⅲ黄燈色

1４１ 47Ｎ Ⅱ 0０２ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒有るが密 良好 灰褐色
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142 IＣ Ⅱ ２２Ｌｌ 〃 〃 〃 〃 11,m以下の砂粒含む 普通 Iuim黄椅色

lイ３ ｲ、 IＩ 0０６ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 〃 淡黄色

Iイィ 4６１ 1１ 0０３ 〃 〃 〃 〃 微小な砂粒多い 良好 黒褐色 内面褐色

lｌ５ IＣ Ⅱ 0３５ 〃 〃 〃 〃 2～51,mの砂粒含む 普通 橿色

1４６ 2Ｃ 1１ １１５ 〃 口縁部片 〃 〃 2mmの砂粒多い tjBM 灰褐色

lＩ７ 46Ⅱ Ⅱ 3２８．１ 〃 〃 不Iy］ 〃 微小な砂粒多い 普通 淡黄色

|イ８ 50Ｎ Ⅱ 0０１ 〃 〃 ナデ 〃 1,21,mの砂粒多い 良好 淡黄色

1４９ 3Ｆ 074 〃 〃 〃 〃 １ｍ程度の砂粒多い 普通 燈色

1５０ 6Ｌ Ⅱ 006 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 〃 談黄色

1５１ 2， Ⅱ 013 〃 〃 〃 〃 １，２mmの砂粒含む 仲もろい 淡黄色

1５２ 3Ｆ Ｅ 0０１ 〃 〃 〃 〃 1ｍの砂粒含む 堅敏 榿色 内面黒色

1５３ 2， Ⅱ 1６３ 〃 〃 不明 〃 l～3mmの砂粒多く粗い OjBぃ 淡黄色 外面摩滅

1５４ 4１ Ⅱ 0０１ 〃 〃 ナデ 不明 １mmの砂粒多い 普通 燈色 内面剥睡

1５５ 2Ｃ Ⅱ 1１８ 〃 〃 〃 ナデ 1mmの砂粒有り 良好 にぶい黄橿色 内面褐色

1５６ IＣ Ⅱ 1６０ 〃 胴部片 〃 〃 微細な砂粒多い 普通 にぶい褐色 外面スス付着

1５７ 48Ｍ Ⅵ 0０１ 〃 〃 縄文 〃 l～3mmの砂粒含む 良好 灰黄色

1５８ 4Ｎ Ⅱ 0０１ 〃 〃 ナデ 〃 2mmの砂粒含む 普通 IqKM植色

1５９ 2， Ⅱ 2３９ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒含む 〃 浅黄色

1６０ 4711 Ⅱ 〃 〃 〃 〃 0.5mmの砂粒含む 〃 橿色

1６１ 2， Ⅱ 0０６ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多く粗い 〃 燈色

1６２ 2， Ⅱ 2８２ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒含む 〃 談黄色

1６３ 2， Ⅱ 0３３ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒有り 〃 檀色

１６イ IＤ Ⅱ 0９２ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒含む 〃 lqKm褐色

1６５ 3Ｅ 1１ 0０３ 〃 〃 〃 〃 微細な砂粒有るが密 良好 暗褐色

1６６ l、 Ⅱ 0８５ 〃 〃 〃 〃 0.5mmの砂粒多い 神もろい にぶい黄色

1６７ 4， Ⅱ 0１６ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 普通 灰黄色

1６８ 2Ｃ Ⅱ 1３７ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多い 良好 明赤褐色

1６９ 2Ｃ Ⅱ 038 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒有り 仲もjBM 橋色

1７０ 2Ｃ Ⅱ 0２１ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒含む 〃 浅黄色

1７１ IＣ Ⅱ 0８８ 〃 〃 〃 〃 Ｌ２ｍｍの砂粒多い 普通 燈色

1７２ 2Ｃ Ⅱ 25イ 〃 口縁部片 〃 〃 1mm以下の砂粒多い 良好 檀色

1７３ 4， 0０２ 〃 〃 縄文＋ナデ 〃 1mmの砂粒多い 〃 u:I)黄橿色

1７４ 4７１ Ｉ 0０１ 〃 胴部片 ミガキ 微小な砂粒。雲母含む 普通 褐色

1７５ IＤ Ⅲ 107 〃 口縁部片 縄文＋ナデ 〃 1mmの砂粒有るが密 良好 昭f褐色 黒色スス付着

1７６ 2， Ⅱ 2６７ 〃 〃 〃 〃 微細な砂粒多い 普通 燈色

1７７ 1， Ⅱ 1２５ 〃 〃 ナデ 〃 1mmの砂粒多い 良好 にぶい褐色 178は同一個体

1７８ lＤ Ⅱ 108 〃 〃 〃 〃 1mm以下の砂粒多い 〃 にぶい褐色

1７９ 1， Ⅱ 1２９ 〃 〃 縄文＋ナデ 〃 1mmの砂粒含むが密 〃 燈色 縄文ＬＲ

1８０ lＤ Ⅱ 023 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒含むが密 〃 赤褐色 口縁、内面は黒褐色

1８１ 6』 Ⅱ 00イ 深鉢 口縁部片 縄文十ナデ ナデ 1,2mmの砂粒多い 普通 檀色 縄文ＬＲ

1８２ 2， Ⅱ 0０１ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多い 〃 ｕⅢ)黄檀色

1８３ 〃 胴部片 〃 〃 1mm程の砂粒含む 良好 暗赤褐色

1Ｍ 2， Ⅱ 1９１ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多く含む 普通 に』KⅢ褐色

1８５ IＣ Ⅱ 252.1 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒わずかに含 〃 luKⅢ黄橿色

1８６ 6』 Ⅱ 0０２ 〃 〃 〃 〃 微小な砂粒。雲母含む 〃 燈色

1８７ ＩＩ Ⅱ 0０８ 〃 〃 〃 〃 0.5mmの砂粒含む 仲も５M luil)黄檀色

1８８ 3１ Ⅱ 0２９ 〃 〃 〃 〃 0.5mmの砂粒多い 普通 明赤褐色

1８９ lＥ Ⅱ 0３１ 〃 〃 〃 〃 1ｍ以下の砂粒多い 〃 IqNll褐色

1９０ 2， Ⅱ 2８０ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒わずかに含 〃 l〔ぷい黄檀色

1９１ 2Ｃ Ⅱ Ｍ、３ 〃 〃 〃 〃 l～3mmの砂粒多い 〃 にぶい黄橿色

1９２ 3Ｄ Ｓ 0０１ 〃 口縁l/４ 〃 〃 1mmの砂粒含むが密 良好 uKM黄橿色 口径29.0cｍ

1９３ 2， Ⅱ 0６７ 浅鉢 口縁部片 〃 〃 微小砂粒多いが密 〃 ｕＫＩＩ橿色

1９４ 2， Ⅱ 3３３ 深鉢 〃 〃 〃 きわめて密 堅敏 褐色

1９５ 4［ Ⅱ 0０３ 〃 〃 ナデか 〃 1mm砂粒わずかに含む 良好 uiM黄橿色

1９６ IＣ Ⅱ 0０１ 〃 〃 ナデ 〃 微小砂粒多い 普通 にぶい橿色

1９７ 2， Ⅱ 0１５ 〃 〃 〃 〃 微細砂粒含むが密 良好 “M橿色

1９８ 6Ｌ Ⅱ 0０７ 〃 〃 〃 〃 I､２mmの砂粒多い 普通 ｕｉｍ檀色

1９９ ４７１ Ⅱ 0０２ 〃 〃 ナデか 〃 1mmの砂粒多く含む 普通 浅黄檀色 内面黒色

2００ lＣ Ⅱ 1５４ 〃 〃 ナデ 条痕 微細な砂粒多い 普通 に$liI樋色
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NＣ ｸﾞﾘｯﾄﾞ 層 番号 器種 遺存度 外面調整 内面調整 胎土 焼成 色調 備考

2０１ lＣ Ⅱ 2２３．１ 浅鉢 〃 〃 ナデ Ｌ２ｍｍの砂粒多く籾い 普通 淡黄色 202と同一個体

2０２ ＩＣ Ⅱ 0６８ 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

2０３ 2Ｃ Ⅱ 1１６ 〃 〃 〃 〃 Ｌ２ｍｍの砂粒多し 〃 ｑＩ]赤褐色

204 ＩＤ 0０１ 深鉢 〃 〃 〃 微細砂粒含むが密 良好 赤褐色

2０５ 2Ｃ Ⅱ 0２３ 〃 〃 ナデ、縄文 ナデ 2,3mmの砂粒含む 普通 に』Kい褐色

2０６ 6』 Ⅱ 0０１ 〃 〃 ミガキか ミガキか 砂粒わずか。雲母含む 良好 uKい褐色

2０７ 3』 Ⅱ 0０１ 〃 〃 ナデ ナデ 1ｍ以内の砂粒多し 普通 黄燈色

2０８ 2Ｃ 1１ 0２２ 〃 〃 条痕か 〃 微小な砂粒多い 幹bjBⅢ 褐色

2０９ ＩＤ 1１ 0０１ 〃 〃 ナデ 〃 1,2mmの砂粒含む 良好 Ｍ(い椴色

２１０ IＤ Ⅱ 0０１ 〃 〃 ナデか 〃 1,2mm砂粒多い。雲母 普通 にぶ})橿色

2１１ 3Ｅ Ｓ 0０１ 浅鉢か 〃 ナデ 〃 2～5mmの砂粒含み粗い 仲もろい 樋色

2１２ 3１ Ⅱ 002 注I]土器 注Ij部片 〃 〃 1,2mmの砂粒多く含む 良好 ﾋﾎﾞ１１樋色

2１３ ｲ、 Ⅱ 0０２ 浅鉢か 1ｺ縁部片 〃 〃 砂粒有るが密 〃 赤灰色

214 ｲ， 031 深鉢か 胴部片 〃 〃 微小砂粒含むが密 良好 にぷい燈色

2１５ ｌ７ｊ Ｉ 0０１ 深鉢 口縁部片 条痕 〃 細かな砂粒含むが密 良好 褐色

2１６ ｌ７ｊ Ｉ 0１５ 〃 〃 〃 〃 1mm砂粒きわめて多い 〃 褐色

2１７ IＥ Ｉ 0０１ 〃 〃 〃 〃 2mm砂粒。雲母含む 普通 にﾎﾞＭＨ色 スス付着

2１８ IＤ 1１ 216 〃 〃 〃 〃 １，２mmの砂粒多し 幹ＭⅢ にぶい燈色

2１９ 2Ｃ 1１ lイ６ 深鉢 胴部片 〃 〃 細かな砂粒多し 普jln 褐色

220 50Ｍ V■ ３Ｍ１ 〃 〃 〃 〃 砂粒多い 普通 にぶい橿色

2２１ 3Ｆ 0２７ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多し もろい 橋色

2２２ 1， Ⅱ 1３５ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多し 良好 にぶい樋色

2２３ lＥ Ⅱ ００Ｉ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多く粗 普通 檀色

224 lＣ Ⅱ 2３１ 〃 〃 〃 〃 0.5mm～2mmの砂粒多し 仲68M 樋色 粘土継目残る

2２５ 1， Ⅱ 0０６ 〃 〃 〃 〃 '’２mmの砂粒多くⅦ 普通 にぷい褐色

2２６ IＯＤ Ⅱ 007 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多く粗 651） 栂色 粘土継目残る

227 IＥ Ⅱ 060 〃 〃 〃 〃 ０５mm大の砂粒多く粗 〃 橿色

2２８ IＤ 1１ 1７７ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多し 普通 楕色

2２９ lＤ 1１ 0８１ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多く粗 〃 栂色

230 2Ｃ Ⅱ 0５８ 〃 〃 〃 〃 0,5～Zmnlの砂粒多し ６ﾉﾘⅢ 楕色

2３１ IＤ Ⅱ 08イ 〃 〃 〃 〃 1mm大の砂粒多し 〃 橋色

2３２ lＥ Ⅱ 0１３ 〃 〃 〃 〃 2mmの砂粒多し 幹もろい 橿色

233 3Ｇ Ⅱ 0０２ 〃 〃 〃 〃 細かな砂多し 良好 ｌｑｉＭ燈色

２３イ IＤ 1１ １８イ 〃 〃 〃 〃 112mmの砂粒多く籾 幹もろい にぶい樋色

2３５ IＤ Ⅱ 0２６ 〃 〃 〃 〃 0.5～2mmの砂粒多し 良好 にぶい栂色

236 IＤ Ⅱ 0０９ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒多し 普通 にj(Ⅲ樋色

2３７ 2Ｃ 1１ １１７ 〃 〃 〃 〃 0.5～2mmの砂粒多し 68}） 概色

2３８ IＣ Ⅱ 0１６ 〃 〃 〃 〃 1,2mmの砂粒多くH1い 普通 橋色

2３９ IＤ Ⅱ 1８１ 〃 〃 〃 〃 1mmの砂粒。雲母含む 〃 にぶい橋色

2イ０ 4１ Ⅱ 0０６ 〃 〃 〃 〃 ilIlかな砂粒多い 良好 にぶい楴色

2イ１ IＩ 2．１ 浅鉢 I｣縁部片 ナデ ナデ 精密 堅敏 黒色

2イ２ 6Ｌ 1１ 0０８ 〃 〃 ミガキ ﾅﾃﾞ､ミガキ 1mmの砂粒。雲1\含む 〃 にぶい褐色 炭化物付着

2イ３ 6Ｌ 1１ 0０９ 〃 〃 ナデ ナデ １mm大の砂粒含む 良好 黒色

2ｲイ 2， Ｎ 深鉢 I]縁部片 ナデ 〃 1mm狸の砂粒多い 普通 椛色 復元口径lｲ.０cｍ

2イ５ 4１ 0０１ 〃 〃 〃 〃 細かな砂粒多い” 仲もろい に』Kい褐色

2イ６ 2， Ⅱ 066 〃 〃 ナデ＋縄文 〃 １mmの砂粒多い 普通 灰褐色

2ｌ７ 2， Ⅱ 0３１ 〃 〃 不I｝j圧痕 〃 1,2mmの砂粒あり 良好 橿色

218 3Ｅ Ⅱ 039 〃 把手部 ナデ 〃 １mmの砂粒多く含む 〃 ｕｉＩＩ黄燈色

2４９ ｲ7Ｎ Ⅱ 0０９ 〃 胴部片 〃 〃 1mm程度の砂粒含む 〃 にぶい赤褐色 黒色炭化物付着

2５０ 3Ｆ 0０６ 不明 〃 〃 〃 Ｌ２ｍｍの砂粒多い 普通 檀色

2５１ ２，，Ｗ ０２０ 〃 〃 〃 〃 0.5mmの砂粒多い 良好 褐色



第５章下開田村平遺跡の遺構・遺物８７

２．その他の土器・陶磁器類（第50図１～17）

①須恵器［１．２］

第２地区より２点出土。ｌは坏の口縁部破片。推定径約12ｃｍ・焼成良好堅繊。胎士は砂粒多

い。色調は灰白色。２は鉢の口縁部破片。推定径約22ｃｍ･口縁部内面に段を有するもので、内

面は横ナデ調整を施す｡外面は口縁部下よりへラケズリ調整を施す。ｌ～２ｍｍの長石粒を含む

胎士、焼成良好堅繊。色調は暗青灰色。

②山茶碗類（白査系陶器）［３～５］

いずれも無釉の碗の破片で第２地区より４点出土。３．４は南部系(荒肌手)山茶碗の破片。

３は口縁部、推定径約ｌ４ｃｍｏ４は底部。３．４は砂粒の多い胎士・灰白色の色調等同一個体と

考えられる。５は北部系(均質手)山茶碗の小碗の破片。砂粒少なく胎士は密。焼成良好堅繊。

色調は淡黄灰白色。
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8８第３節土器・陶器類

③害窯製品［６～８］

古瀬戸後期のものが第２地区より７点出土。ほとんど灰釉のものであるが、１点だけ鉄釉で

ある。６は15世紀代の灰釉平碗の底部の小破片。卸Ⅲの破片は４点出土。７は卸Ⅲの口縁部、

８は底部の破片。いずれも胎土は密。焼成良好。これらはⅣ期(１５世紀後半)に比定きれる。

④大窯製品［９～12］

摺鉢の破片４点、灰釉小皿１点、鉄釉小皿１点、灰釉Ⅲ１点、計７点、いずれも第２地区か

ら出土している。９は錆釉の播鉢の口縁部の破片。推定径約28ｃｍ･胎土は均一で密。１０は底部

付近の破片である。胎土に１ｍｍ内外の砂粒を少し含む。１１は灰釉小Ⅲの破片で、推定径約８．

８ｃｍ、器高約1.4ｃｍ、底径約5.5ｃｍ、腰部に段を持つ。１２は灰釉Ⅲの底部の破片で、低く細い

高台を持つ。底径約5.0ｃｍ・いずれも16世紀後半と思われる。

⑤近世・近現代陶磁器類［13～16］

近世代のものは27点出土しているが、いずれも小破片で、器形のわかるものは４点だけであ

る。１３は油滴状鉄釉の丸碗の口縁部で、胴部に小梅を描く。推定径約9.4ｃｍ。１４は飴釉の丸碗

の口縁部で、推定径約9.6ｃｍ・’5は呂宋壷の影響を受けて作られたいわゆる祖母懐の茶壷の口

縁部の破片である。推定径約10.4ｃｍ、胎士に微粒を含むが、焼成堅繊、色調は淡茶褐色で無釉

’
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第５章下開田村平遺跡の遺構・遺物８９

である。いずれも18世紀代のものと思われる。その他、図示しなかったが18世紀代の尾呂茶碗

の胴部破片が出土している。１６は19世紀前半の太白碗の口縁部の破片、推定径約6.8ｃｍ・他は

不明。

近現代のものも少し出土しているが、いずれも小破片のものばかりである。

⑥土師質土器［17］

１６世紀前半代と思われる土師mの口縁部破片が１点出土している。胎土はきめ細かく密で、

焼成良好、色調は淡黄灰白色。丁寧な成形を施した畿内系のものであるが、搬入品ではなく在

地(西濃地域)で製作したものと考えられる。

３．士製品（第※※図18～20）

①土錘［18.19］

２点とも管状士錘。第２地区の第１I層から出土している。いずれも欠損しているが、中膨ら

みの弱いものである。18は残存長43ｍｍ･胴部最大径15.6ｍｍ･孔は楕円形で孔径5.6×4.5ｍｍ・

重さ８．４９を計る。色調は淡黄褐色。胎士に砂粒を含む。焼成はやや不良。１９は残存長31ｍｍ・

胴部最大径16ｍｍ･孔はほぼ円形で孔径3.5×3.3ｍｍ･重さ５．８９を計る。色調は榿灰色。胎士

は密。焼成良好。
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9０ 第３節土器 陶器類
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9２第３節土器・陶器類

②土鈴［20］

第２地区より６点破片が出土しているが、いずれも胎土･色調等異なり別個体と考えられる。

いずれも小破片のため図示できたものは20だけである。焼成良好。胎士は密。色調は淡黄褐色。

４．その他の遺物（第55図ｌ～25,付表１６）

①中・近世の銭貨［ｌ～20］

宋銭(ｌ～６）は、いずれも第２地区のＢ地区の第１・’1層から６点出土している。

また、寛永通寶(７～20)は第２地区のＡ・Ｂ.Ｃ地区から14点出土しているが、Ｂ地区に集中

している。そのうち５点は寛文年代以前に鋳造された｢古寛永｣銭で、残りの９点は寛文年代以

降に鋳造された｢新寛永｣銭である。この新寛永銭の中には、背面の内郭の上に｢文｣の一宇か鋳

込まれた｢文銭｣２枚と、背面の内郭の上に｢足｣が鋳込まれた下野足尾所鋳造の１枚がある。

②近・現代の銭貨［21～25］

第２地区から大正１０年鋳造の１銭青銅貨が３点、昭和19年鋳造の穴あき10銭錫貨、鋳造年不

明の１円アルミ貨が１点出土している｡（宇野治幸）

第16表銭貨一覧表
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霧
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6１ＢｘＩＩ

梢］ｘ]

桐］×
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NDL MiHA 舷 銭名 読順 裏 径(mDI） 孔径(m､） 厚､、 函8９ iU鰭ｲI皇代 材質 備考

１ ５１ 太平逝古 対何 欠lllX243 6」×6．１ １１ (Ｌ９） ポ院976ヤ 鋼 輿ilI

２ 3Ｆ Ⅱ 祥符元TＹ 右I可 無 Ｍ、６Ｘ２Ｉ．５ ６．３×6．イ １．３ ２４９ ポ鯨lOO8f 銅 真書

３ 2Ｃ Ⅱ 煕寧元賓 右回 無 ２３．６Ｘ２３．７ 6.7Ｘ6，５ 1．１ 3．３９ ＊鯨106Ｍド 銅 真謝

４ ｌＥ ｕ 元初i通費 右回 無 ２３．７Ｘ２４．０ ６．３Ｘ6．６ 1．５ 3．７８ ポ鯨1086年 鋼 豪書

５ ５１ Ｉ 元符通賓 右l可 無 ２３，７Ｘ２３．７ ６．ｌｘ7」 1．５ 2．８９ 1i鯨10981ド 鋼 真諜

６ ５１ Ｉ □平元寅 右回 無 ２５．２×２５．３ 5.4Ｘ５．イ 1９ 6．２９ (*鯨9981F） 鋼 戒？真脅

Fhl iIi脳 nk 銭名 材質 奥 径(m､） 孔径(m､） 厚Inｍ 砥＃８ 初鋳412代 備考

2１ IＣ Ⅱ １銭 青銅 桐 ２２．８×２２，９ 1．１ 3．１９ 大正10年

2２ 5Ｅ Ⅱ 1銭 青銅 桐 ２３．３Ｘ2３．２ １４ 3．３９ 大正10年

2３ lｌＧ 1銭？ 青銅 桐 ２３．０×23.0 １．５ 3．３９ 大正10年

2４ ４１ Ⅱ １０銭 錫 １９．２Ｘ１９．１ ４．９Ｘ４７ 1８ ２イ８ 昭和19年

2５ ｲ7Ｎ Ⅲ １円 ｱﾙﾐ 樹 １９．９Ｘ１９．８ Ｌ５ 1．０９ 不Wｌ
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第４節石器類

本遺跡Ａ地点及びＢ地点から出土した石器群は、総計901点である。Ｃ地点での出土は見ら

れなかった。Ａ地点においては第１I層・第VI層・第VⅢ層より、Ｂ地点においては第１I層よりそ

れぞれ縄文時代中期～晩期・早期(ポジイテイブ押型文）・早期(ネガティブ押型文)に帰属する

と考えられる石器群が出土している。それぞれの内訳は、第１I層より石鍛10点、削器８点、石

錐１点、喫形石器１２点、石核１２点、二次加工のある剥片８点、使用痕のある剥片５点、剥片

352点、砕片73点、磨製石斧８点、打製石斧33点、石刀１点、礫石錘12点、切り目石錘39点、磨

石11点、凹石８点、第VI層より石鍼２点、石匙１点、削器２点、石核４点、二次加工のある剥

片２点、使用痕のある剥片３点、剥片240点、砕片28点、打製石斧１点、敲石１点、第VⅢ層よ

り使用痕のある剥片２点、剥片30点である。

平面分布については、第１I層に関しては層序の項で書いたとおり攪乱がひどく、確かな遺構

に伴うもの以外は原位置を留めているものが少ないと考えられ､第Ⅵ層に関しては､Ａ区の発掘

区のほぼ全体に広がって出土している。ただし、Ａ区の西部では出土が見られず､遺跡の広がり

を捉えてよいのかもしれない。第VⅢ層に関しては45Ｍ，グリッドを中心に集中箇所が見られた。

石材に関しては、どの文化層においてもチャートが90％以上を占めており、他に黒曜石・石

英･安山岩･珊岩･砂岩等が若干混じる。以下に、各文化層ごとに石器分類を中心に事実記載・

分析を行う。

１．第Ⅷ層文化の石器群

本層からは30点(すべてチャート製)の剥片及び使用痕のある剥片１点(チャート製)が出土し

ている。この中から２点の接合資料が得られた。合計５点の剥片が接合している。

接合資料１（第56図１．２）

２点の資料が接合している。不定形剥片と小形の縦長剥片の接合例である。３には180.打撃

方向の異なる剥離面も見られるが、両者とも平坦打面からの一定方向による打撃である。目的

`性等は不明である。

接合資料２（第56図３．４．５）

接合資料ｌと同一母岩に属する資料である。幅広な不定形剥片と縦長剥片の接合例である。

５の縦長剥片は頭部(打点部)を剥離段階での加撃の際に節理面にそって折れたと考えられる。

また、端部及び両側縁部は背面側より折り取られている。両者とも平坦打面からの一定方向に

よる打撃である。
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使用痕のある剥片（第56図６）

２点出土している。うち１点を図示した。６はチャート製の縦長剥片を用いている。右縁に

連続した微細な使用痕が観察される。

２．第Ⅵ層文化の石器群

石鍼（第56図７．８）

２点出土している。７は第３号焼礫集積遺構中より出土している。半円形のわずかな快り込

みのはいるもので、平面形は二等辺三角形を呈する。８は安山岩を用いている。基部はほぼ直

線上で、やや分厚な剥片を素材とし、裏面に大きく素材の剥離面を残している。

石匙（第56図９）

１点出土している。下部を欠損しているが、おそらく横長の石匙と考えられる。裏面に残る

素材の剥離面より幅広の剥片を素材とし、周縁に調整を加えつまみ部を作り出している。

削器（第56.57図10.11）

２点出土している。１０は縦長剥片を素材とし、左縁にまず表面側から続いて裏面側にやや大

きめな剥離で刃部を作り出している。１１は下端に使用痕の発達したような刃部をしているが、

ある程度の連続性があり、鋸歯状を呈するため本類に含めた。横長剥片を素材としている。

使用痕のある剥片（第57図１２）

３点出土している。ｌ例図示した。１２は不定形剥片を素材とし、側縁は一方が折断面、他方

が断面となっているのであるいは喫形石器の範檮に入る可能性もあるが、下端部に使用による

微細な剥離痕が見られるのでこの類に含めた。

石核（第57図１３．１４．１５）

４点出土している。３例図示した。３例とも厚手の板状剥片を利用している。１３は上端の平

坦な剥離面を打面とし、やや大型の剥片を剥がした後、裏面に大きく打面調整を行った後90.の

打面転移を行い小形の貝殻状剥片を取っている。14は周辺部の下辺の平坦な礫表を打面とし剥

片剥離作業を行なっているが、剥離された剥片の数は２枚程度であると考えられる。１５は右側

縁・下辺は板状剥片に残る周辺の平坦打面より、左側縁部は裏面の礫表を打面として求心的に

剥片剥離作業を行なっている。剥離された剥片は右側縁からのものは縦長状を呈するが、他は

貝殻状の寸づまりな剥片が多い。上辺は右側縁部からの加撃の際に伴う折れと考えられる。
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敲石（第58図１６）

ｌ例出土している。砂岩礫を用いたもので、下端部に顕著な敲打痕が見られる。

３．第１I層文化の石器群

石鑑（第58図１７～23）

未製品・破損品を含め１０点出土している。全体的に小形品が多く、すべてチャート製で占め

られる。１７．１８は丸味をおびた深い快り込みが入る－群である。１７は調整加工は周縁のみに丁

寧に施されているため裏面に大きく素材の剥離面を残している。１８は撰先端部・脚部への移行

部の先端にノッチ状の微細な調整加工が入り、特異な形態となっている。１９～21は所謂円基式

と呼ばれるものである。１９はやや厚手の剥片を素材とし、両面全体に調整加工を施すが、やや

荒い感じを受ける。２０は周辺に荒い調を施すのみで、裏面に主剥離面が大きく残る。２１も裏面

に素材の剥離面を残す。円基部はやや突出した形態に作り出している。２２．２３は未製品と考え

られる。２点とも両面全体に荒い調整加工を加えているが、下縁に折断面状の剥離面を残して

いる。

石錐（第58図２４）

１点出土している。縦長状の剥片を素材として、素材の形を大きく変えることはなく、先端

部付近のみ正裏面から調整加工を施し錐部を作り出している。先端をわずかに欠損している。

削器（第５８．５９図２５～31）

８点出土している。７点図示した。すべて素材となった剥片の形状を大きく変えることはな

く、多様な形態を見せている。２５は表皮の残る厚い不定形剥片の下縁部に腹面側から細かい調

整剥離を加えている。２６は縦長状剥片両側縁に腹面側より荒い調整剥離を施しているが、快入

型刃部と真直な刃部が併存している。２７は不定形な剥片を素材とするが、打面部は欠損してい

る。下縁部に荒い調整剥離を加えている。２８は裏面上・下縁部に調整剥離を加え刃部としてい

るが、つぶれ状の剥離が認められ、あるいは模形石器の範檮に入るのかもしれない。２９は不定

形剥片の裏面側に正面から打撃痕が多く残る細かな調整剥離を両側縁に加えている。３０は一側

縁に折断面をもつ横長剥片を素材とし、他方に両面からの調整剥離を加えている。３１は不定形

剥片の右側縁に数回の剥離でノッチ状の刃部を作出している。

模形石器（第59図３２～36）

１２点出土している。うち５点図示した。全体的には喫形石器としては小形の部類に入るもの

が多い。３２は非常に小形の不定形剥片を素材としている。上縁には細かい階段状剥離が見られ
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るが、下縁には三枚の小剥離痕が認められるが、上縁同様の階段状剥離は見られない。使用の

際の加撃によって破砕された結果かもしれない。３３は一方の側縁に顕著な裁断面が見られる。

また、上・下縁に階段状剥離が認められる。３４は背面中央に古い剥離面を残す分厚い縦長剥片

の－側縁に階段状剥離が集中し、つぶれ状を呈している。３５は一方の側縁が折断面、他方が折

断面及び剥離面となっている。背面の礫面及び節理面にはつぶれ状の打撃痕が集中している。

また、下縁には小剥離痕が認められる。３６は打面、末端部に表皮を残す縦長状の剥片を素材と

し上・下縁中央につぶれ状の打撃痕が集中する。

使用痕のある剥片（第５９．６０図３７～40）

５点出土している。うち４点図示した。３７は幅広な不定形剥片を素材としたもので、右側縁

及び下縁部に連続して微細な剥離痕が見られる。３８も同じく幅広な剥片を素材とし、左側縁の

ノッチ状を呈する部分及び下縁部に連続した使用痕が認められる。３９は縦長剥片を素材とし、

左側縁部に連続して小剥離痕が見られる。４０は不定形剥片の腹面側に調整加工が認められ、何

らかの未製品の可能性もあるが左側縁に使用痕が見られる。図示しなかった例も含め、いずれ

も素材の選択、使用部分の位置等にまったく意図的な傾向は伺えない。

二次加工のある剥片（第60図４１～43）

８点出土している。うち３点図示した。４１は不定形剥片を素材とするが、打面は除去してあ

る。下縁部に裏面から数回のやや荒い調整加工を施している。４２は貝殻状剥片を素材としてい

るが、頭部を正面より折り取っている。右側縁下端から下縁部にかけて連続したやや角度のあ

る調整加工を施している。４３は大型の縦長状剥片を素材として、左側縁の正・裏面に細かい調

整剥離を散漫に施している。

石核（第６０．６１図４４～49）

１２点出土している。うち６点図示した。４４．４６は円礫を分割したような厚手の剥片を素材と

している。裏面には礫面が全体に残り、この礫面から推定して拳大程度の円礫を用いたものと

考えられる。４４は裏面の礫面を打面とし上･下縁より幅広で寸づまりの剥片を剥取しているが、

本石核からの剥片剥離点数は少なかったと考えられる。４６は最初に裏面に残る礫面を打面とし

て正面上縁から、続いて下縁から剥片剥離作業を行う。次に最初の作業面を打面として裏面へ、

また続いてその作業面を打面として正面へと剥片剥離作業を行なっている。結果的には各作業

面が打面調整の役割を果たしていたことになっていたと考えられる。小形の所謂貝殻状剥片が

剥取されているが、安定はしていない。４５は断面が長方形を呈する板状剥片を素材とする。三

枚の剥離で後方にやや傾斜する打面を作出している。作業面は一面に限定される。４７．４９は厚



1０２第４節石器類

藤fFii鰯
曰､174鰯６，．､冗豈．

霧望蟻

糞腰

ｌ
皿
！

○

－－＝．.

霞
璽三５２

塵奎夛＄辱蘆室

c、

第61図包含層出土石器(６）



第５章下開田村平遺跡の遺構・遺物１０３

颪アホ亨扇ミ

iii，

（・膠十Ｖ山
Ｎ
Ⅲ
Ⅲ
ｈ
Ⅲ
Ⅲ領〆

《ｊ
Ｉ；

NAJ〔

ＣＤＣＣＳｃＤ■ＯＳ印ＱｃＳＢＣ●巳。．●■●５●●の■●００●０■ＣＤ■Ｓｑ４ＤＧ◆ｌＤ０ＧＢ●ＣＢＯ■夕■ＰＣＣＱＤ

沖！……。、“…ｉ論Ⅵ『１１，，１●．、‐１．入－１：…！：．。‐…：…；．．‐‐，～・……，藝稟．．・・・・
一
夕
ロ
。
●
●
●
｜
■
●
①

。
Ｂ
・
■
■
０
〃
＄
ロ
ニ
グ
『
ｇ

ヴ
Ｃ
０
ｐ
Ｄ
ｑ
■
、
■
説

９

入
〆喪
上

1ハ

iiill
丁

,-１

iibJiii
5５

iiUi ヱグヱグ 」

！
！

ペ
）

〆／

１－－
季ﾐミ １

１

ミー．

5４

－－ジ
~、’

１

￣～」

、_」

5８

Ｃつ印＜二つ
5６

０ ５ｃｍ

第62図包含層出土石器(７）



1０４第４節石器類

手の剥片を素材とする。４７の打面は一枚の剥離面よりなる単剥離打面である。打面上には多く

の打撃痕が多く認められる。正面上縁には著しいつぶれ状の階段状剥離が集中している箇所が

認められるが、それ以前に寸づまりな割合と安定した剥片を剥取している。４９は後方に傾斜す

る節理面を打面としている。剥離作業は正面のみに限られ、小形の幅広剥片を生産している。

下縁裏面側に使用痕かと思われる微細な剥離痕が連続している。４８は厚手の幅広な剥片を素材

とし、周辺に残る平坦な礫面及び剥離面を打面として、正面・裏面ともに剥片の生産を行って

いる。正・裏面とも90.の打面転移を行っている。

石刀（第61図５１）

ｌのみ出土。中間部と思われ、珊岩製である。両側縁に狭小な側面をもち、断面は四角形と

なる。やや荒い研磨痕が前面に認められる。

打製石斧（第61図５０.第62図５４）

３３点出土しているが、ほとんどが刃部等のみの残存、あるいは打製石斧製作にかかわる剥片

であり、全容が把握できる２点を図示した。２点とも第１号士擴の出土である、４９は分厚な横

長剥片を素材とした撲形の石斧である。調整加工によって素材の厚さはあまり減じられていな

い。刃部には摩滅が認められる。５３も厚手の横長剥片を素材としており、正面周辺部のみの調

整を加えているために大きく表皮を残す｡両側縁はやや内湾気味に調整剥離が加えられている。

やはり撲形の石斧である。刃部は最初の剥離でできた薄く鋭利な部分を利用している。

磨製石斧（第61図５２～５３.第62図５５）

８点出土している。第１号堅穴住居跡からも１点出土している。うち３点図示した。すべて

定角式の石斧である。刃部形態は両刃、片刃が見られる。石材は玲岩・結晶片岩が用いられて

いる。５１は長さ４ｃｍで刃部形態は片刃を呈する。正面刃部には刃こぼれと思われる数枚の剥離

痕が見られ、また裏面刃部には斜交する線状痕が認められる。全体に丁寧に研磨されている。

52も刃部形態は片刃を呈する。正面刃部には刃こぼれと思われる３枚の剥離痕が見られる。基

部側に丁寧な研磨痕が見られる。５４は刃部を欠損しているが、おそらく刃部は両刃を呈すると

考えられる。第１号堅穴住居跡床面直上から出土している。

礫石錘（第62.63図５６～62）

１２点出土している。第１号堅穴住居跡からも２点出土している。うち７点図示した。石材は

砂岩・安山岩・泥岩・珊岩が用いられている。いずれも扁平な楕円礫の長軸の両端に１～３枚

程度の剥離によって快入部を作出しているが、６１の1点のみ短軸の両端にそれぞれ－枚の剥離
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１０６第４節石器類

によって快入部を作り出している。重量からみてみると、１０９前後、２０９前後、４０９前後の三

者に大別できる。

切目石錘（第63図63～70）

３９点出土している。ＳＢｌからも２点出土している。うち８点図示した。石材は砂岩・安山

岩・泥岩・ホルンフェルスが用いられている。いずれも扁平な楕円礫の長軸の両端に切目を入

れている。重量から見てみると、10～３０９，５０～７０９，９０～１００９の三者に大別できる。

磨石・凹石

磨石１１点出土している。石材は玲岩・安山岩・閃緑岩が用いられている。分厚な楕円礫の

長軸の両端に研磨痕を有するものがほとんどであるが、主面に研磨痕を有するものも認められ

る。

凹石８点出土している。礫面に明らかに凹を有するものを本類とした。石材は安山岩・閃

緑岩・玲岩・砂岩・流紋岩が用いられている。主面のみに凹を有するものと両面に凹を有する

ものに大別できる。（佐野康雄）

第17表包含層出土石器計測表（１）

肖m暑暑甘十懇Ⅷ詰乏

、■■而扉■ 団■
■■…＝■■P■■■■■■■■■■■■■￣■■■■－－
Ⅳ■…￣￣■■■■■－－■■■■■■■■■■■■Ⅷ
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’'’’二区ＩⅡ」二用付通物番B；石材令及（cｍ 全幡，（cｍ 全凧（｢、’画風（g liIi図lib考

■円■…
田■－－－－￣￣■■■囚囚訂
■■－－－－－－■■■■Z二ｍ
■、Ⅲ￣■■■…￣■■■■￣、田甲田

■■■￣－－－－町=、

ＮＯ 出土区 出土層位 遺物番号 石材 全長（c､） 全幅（c､） 全厚（c､） 重量（９） 挿図

１ ４Ｊ Ⅱ 1２ チャート 4．６ 3．４ ０７ 107 58-26

２ ４８Ｈ Ⅵ 106 チャート 1．７ 2．９ 0．４ 2．２ 5７－１１

３ ４１ Ⅲ ２ チャート 2．５ 2,4 1．３ 8．２ 5８－２５

４ ４６ Ⅱ ５ チャート 2．９ 2．２ ＬＩ 8．０ 59-28

５ lＣ Ⅱ ６ チャート 2．５ 2．７ 0．６ 4．８ 59-29

６ ４８Ｃ Ⅵ 2０－１ チャート 3.0 Ｌ７ 0．７ 4．８ 56-10

７ ２Ｃ Ⅱ 1６ チャート 2．８ 2.1 0．７ 5．３

８ ６Ｋ Ⅱ ７ チャート 2．７ 1．７ 0．７ ｲ．５

９ ４， Ⅱ 1３ チャート 2．０ 2．３ 0．７ 4．６ 58-27

'０ Ａトレ Ⅱ ４ チャート 2．３ 2．０ 0．８ 3．６ 5９－３１

ＮＯ 出土1Ｘ lll上層位 遺物番号 石材 全長（c､） 全幅（c､） 全厚（c､） 重量（９） 挿図 備考

１ ４８Ｍ VⅢ 4１３ チャート 2．６ 2．２ ０６ 0．６ 5６－２ 接合資料

２ ４８Ｍ Ⅷ 4０６ チャート 2．５ １．５ 0．５ １．７ 5６－１ 接合資料

３ ４８Ｍ Ⅷ ｲ０９ チャート 5．０ 4．７ 1．３ 1８．３ 5６－３ 接合資料

４ ４８Ｍ Ⅷ 3９８ チャート 4．０ 2．８ 1．０ 9．５ 56-イ 接合資料

５ ４８Ｍ V、 4０１ チャート Ｌ９ 2．１ 0．９ 3．０ 5６－５ 接合資料
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第18表包含層出土石器計測表（２）

コヨ皇族層訓生詰乏
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■Ⅲ￣￣￣■ⅧⅢⅢ皿Ⅲ■■■
■、■￣￣nmm■Ⅲ皿■■
■ｍｍＰ－ｍｍⅢⅢⅢⅢ■■
■Ⅲ■■■■－mmⅢⅢⅢ■■、
■￣■■￣￣■回Ⅲ囚ⅢⅢ皿■団
■…■■￣￣■ⅧⅢ囚ⅢⅢ■Ｐ…
■Ⅲ■■■■￣■ⅧⅢ■■■皿■、
Ⅲ…■■￣￣■mmm■■■■、
ⅢⅡⅢnmｍ
コヨ金佳阿冨惟主話乏

、■、砠呵冊囿、■!■図囿、nｍ
￣－－面面■■mmm四二醐二困堅甥
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、■■■田■nｍｍ

■■■田皿■、囚＝￣＝￣■町Ⅲ■、円囚■
■■、■■■■、、■囮■■■■－－■【■Ⅲ－ｍ■
■Ⅲ皿■■四一■■■■－－回四一■■
■Ⅲ皿■囚、■団一一一四■￣届、
■mmn■岡■。…￣￣■Ⅷ。■■
■■、■Ⅲ■■､■￣￣￣■nmU■■－ｍｍ
■囮■■■■■■ロー￣￣￣■■囚一■■
■回Ⅲ■、囚一一一一m田一■■
■Ⅲ皿■■風■－－－■■■■■■■－m■
Ⅲ回Ⅲ■、閼田￣■■■■－－■■Ⅲ■、届、
■■■困■岡■■－－U■■U■■-m■

ＮＯ ｌｌｌｌ：区 ||｝｜:肘位 遺物番ﾄナ ｲT材

大きさ（m､）

長 柵 厚

重瞳

(９） 挟深 最大幅 折投部 挿図

３Ｆ IＩ チャート 2２．５ 1７．９ 4.4 Ｌ２ -ｲ．６ Ｂ 5８－１８

２ ４Ｎ IＩ ２ チャート (2ｲ.４） １６６ 2．７ (10） -６．４ Ｂ ａ 5８－１７

３ ２， 1１ 2５ チャート 1８．０ ('2」） 3．３ (0.5） -３．６ Ｂ Ｃ

イ ｌ１Ｇ IＩ チャート １５．７ 1１５ 3．３ (0.5） (－１．１） Ｂ Ｃ

５ ＳＳ３ Ⅵ 3５６ チャート 2３．５ 1６．５ 4．１ １．イ -２．０ I〕

６ ｌＥ IＩ イ チャート (16.1） 1７．１ 3．５ (0.6） -２．６ Ｂ ａ

７ ４９Ｌ ［ チャート (30.9） 1６．２ 6．３． (3Ⅲ +7．１ Ｂ ａ 5８－２０

８ ２Ｃ Ｉ ２ チャート 2４．３ lＬ９ ｲ．０ Ｌ２ ＋2．２ Ｂ 5８－２１

９ ４７１ ［ ３ チャート 2５．９ 1６．７ ４．９ 2．２ +7．０ Ｂ 58-19

1０ Ｃトレ チャート 2６．８ 2０．３ 7．３ 4．イ Ｂ 5８－２２

1１ ４８Ｎ ［ 7， チャート 20．イ 2ｲ．５ 7」 ｲ．０ Ｂ 5８－２３

1２ ４９Ｋ VＩ ２ 安'１１岩 33」 2１６ Ｚ６ ｲ．９ ０ Ｂ 5６－８

ＮＯ ｌｌ１ｌ:区 IlllZ層位 遺物番号 石材

大きさ（m､）

長 帆 厚

重量

(９）

尖頭部（m､）

長 幅

厚

断面形 折損 挿図

lＥ IＩ ３ チャート (ｲＭ） 238 １２２ (１２３） (Ｍ） ０４ 5」 三角形 先端 5８－２４

ＮＯ ＩＩＩｔ区 '１１１２層位 遺物悉号 石材 全長（mID） 全柵（、）

１ｍく厚全

重量（９） lili図

ｌＤ Ⅱ 2０ チャート 1９．３ 3ＬＯ 6．４ 5．５ 5９－３３

２ ４６１｛ Ⅱ ２ チャート 3５．９ 1９．２ 6．２ ｲ．９

３ ４６１ IＩ 2１ チャート ＩＬ５ 2１．７ 1３．２ 9．９

イ ４， Ｉ 1２ チャート １８．Ｉ 2５．１ 9．０ 4．２ 59-Ｍ

５ ４７Ｎ 1１ 4９ チャート 1７．０ 1３．３ 6．９ Ｌ８ 59-32

６ ４８Ｎ Ｉ チャート IＬ６ 1８．９ Ｉ．I ０９

７ ３Ｅ Ⅱ イ チャート 3４４ 3７．１ 1１．５ １６．７ 5９－３５

８ ４７Ｎ IＩ 24 チャート 2８．９ 2０．６ 7．Ｉ ｲ．６

９ ４７Ｎ IＩ 5３ チャート 2６．１ １０」 8．１ 2．７

1０ ４６１ Ⅱ １２ チャート 2６．３ 1７．６ 111 ０７ 59-36

1１ IＤ Ⅱ 1９ チャート 3０．１ 3２．２ 1０．２ 9．８

1２ ４６Ｊ Ⅱ ２ チャート (ＺＺ５） 1０５ 5．３ (Ｌ９）

ＮＯ

区
｜
●
Ｉ

ｌｌＭ:層位 遺物番号 石材 全長］（m､） 全長２(m､） 全幅（、） 全厚（mlD） ａ ｂ 重量（９） 挿図

４９Ｍ IＩ 砂岩 6３．１ 6Ｌ７ 5０．２ 2５．２ 1２．８ 17」 １１５．６ 63-59

２ １８Ｍ Ｉ 安'１１岩 9６．８ 8８．８ 68．イ 1７．１ 1８．９ lＬ８ 1７５．６ 6３－５８

３ ］， Ⅱ 2３ 砂岩 4９．７ 4８．４ 3９．３ 1５．８ 9．３ lＬ３ 4９．７

４ IＣ Ⅱ １１ 砂岩 5４５ ５１６ 4１．６ 1５．６ 5．５ 7．６ ４３．０ 6３－６０

５ ２， IＩ １９ 泥岩 411 (３４９） 3０．６ 1０．８ 5．７ (15.5） (20」）

６ ４６１１ IＩ ８ 斑岩 3９．６ 3７．６ 2７．９ 1２．２ 6．８ 6．０ 2０．０ 6３－６２

７ Ｐ４４ ２ 砂岩 3９．１ 3８．５ 2３．６ 9．９ ４６ 5．９ 1３．２

８ ｌＣ IＩ ５ 砂岩 3９．７ 3８．９ 2８．４ 1２．１ 2．８ 5．９ 2０．２

９ ５１ Ⅱ 泥岩 20．イ １９．１ 3０９ ４９ 7．２ 6．０ ４９ 6２－５６

10 ２Ｃ Ⅱ 2４ ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 4８．９ 4７．４ 34.５ １２．７ 9．８ (3.1） (２０２） 6３－６１

|Ｉ SＤｉＰ２ ２ 砂端 3２２ 3１０ 2７．８ １０．３ 9．４ 7．０ lＬ９ 6２－５７
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ＮＯ 出土区 出土層位 遺物番号 石材 全長（、） 全幅（、） 全厚（nm） 重量（９） 挿図

４Ｊ Ⅱ ２ 砂Xｌ 3６．９ 3ｲ．７ 1５．１ 2５．９

２ １， Ｉ ２ 安111岩 5２．５ 1７．３ 1０．３ 1２．３ 6３－６９

３ ＳＢｌ 砂岩 3８．２ 1６．７ 1０．３ 9．６ 63-70

４ ６Ｋ Ⅱ ２ 研岩 3５．４ 2３．９ 1０．０ lＬ６

５ ４６１ Ⅱ 1７ 砂岩 4８．５ 2ｲ．３ １４５ 2３．２

６ １， Ⅱ 2５ 珊岩 3４６ 23．イ 1２．２ １０５

７ １， Ⅱ 1７ 砂岩 川．’ 2７．１ 8．９ 1４．６

８ lＣ Ⅱ 10 砂岩 4６．０ 3ｲ．１ lｲ．６ 31.1

９ ２Ｅ Ⅱ ７ 砂岩 3９．２ 2３．１ １２．１ 1６．９

１０ ２Ｃ Ⅱ １ 砂岩 4２．４ 2５．９ lＬ８ 1９．０ 63-66

1１ lＥ Ⅱ ６ 砂岩 6８．０ 2７．０ 1６．８ ｲ5」

1２ lＥ Ⅱ 1１ 砂岩 4０．８ 2６．７ lＬ２ 1７．３

1３ ２， Ⅱ １１ 砂岩 4２．９ 2５．５ 1０．２ 1６．８

14 ４８Ｈ Ⅱ 砂岩 ｲｲ．２ 2５．２ １５．５ 2３．１

１５ ４Ｊ Ⅱ ３ 砂岩 4４．５ 2７．３ lｲ．５ 2６．１

1６ Ｐ３３ １ ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 9．０ 2６．９ １２．６ 32.4 63-65

1７ ｌＣ Ⅱ 2０ 砂岩 ｲ2．９ 3７．７ 1５．１ 3１．１

1８ ｌＣ Ⅱ ９ 砂弱 4３．９ 2７．３ 1８．５ 2７．２

１９ ２， Ⅱ 3５ 砂岩 ｲ9．８ 3０．６ 1７．５ 3３．６

2０ ４， Ⅱ １ 砂岩 6０．６ 2ｲ．８ 1２．６ 2９．４

2１ ４９Ｋ IＩ ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ ｲ5」 2７．３ １１．２ 18．Ｉ

2２ ４７Ｎ Ⅱ 2２ 安'11岩 5２．９ 3ｲ．５ 2１．６ 5５．７

2３ ３Ｄ Ⅱ １ 砂岩 5３．８ 4３．３ 1２．０ 3９．９ 6３－６８

川 ６Ｊ 1１ イ 砂岩 ｲ5」 3ｲ．９ １１．５ 2６．０

2５ ４Ｊ 1１ Ｉ 安山岩 7６．１ 3５．２ 2１．８ 7３．１ 6３－６３

2６ ６Ｋ Ⅱ 砂岩 6０．２ 4６．２ lI5 7７．９ 63-67

2７ ４６１ Ⅱ 1６ 砂岩 5７．３ 4６．４ 2３．４ Ｍ、５ ６３－Ｍ

2８ ６Ｌ 1１ 1６ 砂岩 6７．０ 5０．８ 2Ｌ６ 99.4

2９ ４６Ｈ 1１ 1 砂岩 (50.9） 3Ｌ８ 2２．９ (ｲ7.6）

3０ ２Ｃ 1１ ２ ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ (ｲ9.イ） (29.6） (12.6） (17.3）

3１ ２， Ｉ １１ ＪＥＸｌ (48.7） (37.1） (13.6） (２８６）

1２ ４７Ｌ 1１ 砂岩 (38.6） (Ｍ､ｌ） １３．８ (26.イ）

3３ ４７１１ Ⅱ 砂岩 6Ｉ．９ 3ｲ．Ｉ 1７．１ 5４．６

3イ ４７１ Ｉ 砂岩 (25.5） (23.5） １５．６ (ｌＬｌ）

3５ ２Ｃ Ⅱ 2５ ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ ｲ2．０ (ＺＬ９） 9．３ (11.5）

3６ ２， Ⅱ 1３ ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ 3５．７ (27.5） 1９．３ (21.3）

3７ SＢＩＰｌ ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ (41.8） (2ｲ.３） 1５．３ (22.6）

3８ ＳＢ１ ４ ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ ｲ7．８ 3９．０ (36.8） (15.1）

3９ ＳＢｌ 砂岩 ｲ1．１ 2８．６ 1５．５ 2７．５
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第20表包含層出土石器計測表（４）

周善璽ユョヨ会苧言十羽リ窒臺

■■田■U■■■－ｍｍ田■￣■■■■－－
■￣－－■照岡■－－－－回
■＝■冊■￣＝■■－－－－■■■
■■￣－－印■■■■■－－－■■■
■￣￣Ⅱ■■■Ｐ■－－－－■■■
ｒヨロ■■■ﾛ■■■＝、■■■■■－－－■■■
■Ⅱ■■■ﾛ■■■ﾛ■■■￣ロー■■■■－－■■■
■■…U■■■￣■■－－

才丁重塾ヨヨ会亭旨十調Ⅲ藷乏

ｌｌｌｌ区lllI-關付遺物番号石材全長（｢､）分１１（｢､）企)園（｢､）耐Kit（９）lIi図

■■■ﾛ田砠■■■■■■Ⅳ￣
ＳＫＩ珊渦

石フ］言トラBml詰毫

｡=是些言ｒ証刎詰乏

向支ヨヨ言卜狽リ諸乏

乙尋山j岸片言ｆ狽咀藷乏

遺物番Ｔｌ材十ｋ（｢､）分$（c､）十１Ｊ【（｢､）、1ｔ（日）杯Ｈ

１チャ卜６ ９

９チヤ卜３

１１チャ卜３

５チャ１

７３チャ卜２

１９チャ卜５

壷＞＝尋ｄｊ桿庁Hff調リーミ

遺物研７林へｒ（）へ（）へ１Ａ（）Ｔ（）Ｗ図

一一一一一一|■■■■
￣■■■■■■－－－■■■■■■■■
■■■■P■■■■■■－－－－■￣
￣－－■■■■■■－－■…
￣－－－■■■■■■■■■■■■■
－－－■■■■■■－－■■■
■■F■■－－－－￣■■■

ＮＯ 出土区 出土層位 遺物番-号 石材 全長（c､） 全幅（c､） 全厚（cⅢ） 重ＩＦ（〈 祁ﾑﾍﾞ

ＳＢｌ 3１８－１ 結晶片岩 (１２．９） 8．９ 2．６ (3ｲ１．６） ６２－lji5

２ ５１ Ⅱ ５ 結晶ﾊｰﾃ} 3．９ Ｚイ 0．７ 1３，２ 6１－５２

３ ４１ I撹乱 I 珊岩 6．５ 3．１ １３ 5ｑ９

４ １， Ⅱ 3８ 珊岩 6．８ 3．０ Ｌ２ 39．イ 6１－５３

５ ４７Ｍ Ⅱ 珊岩 1６．８ 7．３ 3．５ 3９０．８

６ ２Ｃ Ｉ I 切岩 8．８ 3．８ １．３ 9ｲ．Ｉ

７ Ｉ B)岩 １０．３ 6．０ 3．９ 3５３．７

８ ｌＤ Ｉ 6－１ 珊岩 1７．７ 7．４ 3．６ 7０９．０

ＮＯ 出土区 出土層位 遺物番号 石材 全長（c､） 全幅（c､） 全厚（c､） 重量（９） 挿図

１ ＳＫｌ 2１９－１ 砂岩 1９．８ 9．５ ２イ 5２５ ６２－５イ

２ ＳＫｌ Ⅱ 2１２－２ 珊岩 16．イ 7．９ 3．１ 6３０ 6１－５０

ＮＯ 出土区 出土層位 遺物番号 石材 全長（C､） 全幅（c､） 全厚（c､） 重量（９） 挿図

I ２， Ⅱ 2４ 研岩 (３Ｊ５） (15.イ） (6.2） (７０） 6１－５１

ＮＯ ''''二区 出土層位 遺物番号 石材 全長（c､） 全幅（c､） 全厚（C､） 重量（９） 挿図

４８Ｍ Ⅵ 5７ チャート (２５） (ｲ.２） (０９） (６０） 5６－９

ＮＯ 出11区 士層位 遺物番号 石材 全長（c､） 全幅（c､） 全厚（c､） 重量（９） 挿図

１ ５０Ｍ Ⅵ 3０６ 砂岩 １５ ｲ」 ａ５ 2５８．９ 5８－１６

ＮＯ lI1土区 llI士層位 遺物番号 石材 全長（c､） 全幅（c､） 全厚（c､） 重量（９） 挿図

３Ｄ Ⅱ チャート 6．１ 2．８ 1．４ 2２．５ 59-39

２ １， Ⅱ ９ チャート 3．１ ｲ．０ 1．１ 9」 5９－３７

３ ４， Ｉ 1１ チャート 3．３ 3．０ ０９ 9．５ 5９－３８

４ ４７Ｊ Ｉ ５ チャート 3．０ 2．１ 0．７ 7．８ 6０－４０

５ ５０Ｎ Ⅵ 1７３ チャート 2．７ Ｌ８ ０９ 2．５ ５７－'２

６ ４８Ｍ Ⅷ 4１９ チャート 5．６ 3．３ 1．２ '6．６ 5６－６

ＮＯ '1}土区 IU上層位 遺物番号 石材 全長（(、） 全幅（c､） 全厚（c､） 電景（９） 挿図

２Ｃ Ⅱ 2０ チャート 3．イ 3」 0．９ 9．８

２ ４７Ｈ Ⅱ ３ チャート ２５ 2．２ 0．７ ４９

３ Ｐ３４ １ チャート 3．３ 2．５ 0．６ 7．０ ６０－イ２

イ ２， Ⅱ 1７ チャート 7．４ ４０ 1２ 5０６ ６０－Ｉ３

５ １， Ⅱ ９ チャート 3．０ 3．８ １．１ 1１．８

６ １， Ⅱ 2６ チャート 2．７ ｲ．９ 2．５ 0．６

７ ４７Ｍ Ⅱ ５ チャート Ｌ９ 3．２ 1．５ １２．０

８ ４７Ｊ Ⅱ ５ チャート 2．０ 2．５ 0．７ ｌＬ８ 6０－４１
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第６章下開田村平遺跡の考察

下開田村平遺跡は|日徳山村のうち最も下流部にあたる下開田の旧集落一帯に分布し、揖斐川

本流の右岸段丘上に立地している。平成２年度に、国道417号より山側の畑地や水田のあった第

１地区と、民家のあった川側の第２地区の計1,688㎡の範囲にわたって発掘調査を実施した。

遺跡地には民家・畑・田地があったためと，民家の移転にともなって削平されたり掘削され

たために撹乱部分が多かったが、９層の堆積層が識別できた。そのうち第Ⅲ層の40～60cmの厚

さの褐色の砂礫層で縄文時代中期・後期・晩期の遺物を含む包含層、厚さ１０～20cmの第Ⅵ層＝

暗黒褐色の粘質土層と、厚さ10cmほどの第V111層＝暗黒褐色土層から縄文時代早期の文化層が確

認された。

遺構としては、第Ⅲ層上面で竪穴住居跡１軒、土擴２基、ピット群などが検出され、第V11層

上面では焼礫集積遺構４基、屋外炉１基、配石遺構４基が確認された。いまここでは、そのう

ちの主要なものとして、竪穴住居と焼礫集積遺構について記し、若干の考察を加えておこう。

竪穴住居跡は遣存状態が悪いが、石囲炉をもつ隅丸方形と堆定できる。覆土中からは縄文時

代早期～後期の土器片が混在した状態で出土し、住居跡の所属年代の同定は困難であった。

第V11層上面の４基の焼礫集積遺構は短径が0.8～1.3ｍ、長径が1.2～1.6ｍの浅い楕円形のm

状士擴の中に100個ないし1,000個に近い円礫あるいは角礫を詰めたものであり、礫石は拳大の

ものが大部分を占める。過半数の礫石は火熱を受けて赤化しており、タール状の付着物のみら

れるものもわずかに認められる。また覆土中には焼土や炭化物が残っている。

これらの焼礫集積遺構に類似したものとしては、旧徳山村大字戸入の小の原遺跡（文献20）

で検出された12基の集石遺構があげられる。いまそれらについて要約するならば、いずれも土

壌を掘ってその中に円礫あるいは角礫を置いた遺構で、礫石の多くは火熱を受け、土擴中から

炭化物や焼土が検出されたので、集石炉と名づけられた。士擴の平面形は円形と楕円形に分か

れるが、円形のものは７基で、さらに径は65～85cmの小型のものと、lOO～121cmの大型のもの

に分かれる。本遺跡の土擴と同じように平面形が楕円形のものは３基で、うち２基は短径が約

60cm、長径が115cm。１基は183ｃｍ×235cmで大型である。時期の特定可能なものは円型大型のも

の２基で、１基は早期、他は前期に属するものである。

集石炉の多くは、土擴内に径１０～15cmの円礫または角礫が詰まっており、礫は火熱を受けて

赤変したものが多い。また炭化物や焼土の混じったものが目だっている。この類の集石遺構は

先土器時代から縄文時代前期にかけてよくみられるもので、焼いた礫石を土擴内に詰めて、そ

の上に肉・魚介類・球根・根栽類を置き、石の余熱で焼いたり、木の葉で包んで蒸したりした

調理施設だったと考えられる。
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遺物包含層からの出土遺物は縄文時代の土器と石器類、古代～現代の陶磁器類や士製品など

に大別できる。

縄文土器には草創期と前期を除く早期・中期・後期・晩期のものが含まれるが、層序的に把

握することはできなかった。早期の土器は19点と少量ではあるが、前半の押型文土器と後半の

茅山下層式や上ノ山式などの条痕文系土器が含まれている。中期と識別できる土器は155点で、

中国・近畿地方を中心に分布する船元・里木式の系譜をひく中富１．１１式や中期後半の中富1Ｖ

式～山の神式などが認められるが、細片が多く判別できるものは少ない。後期と認められるも

のは140点で、後期前半の中津式並行土器、堀之内式土器、縁帯文系土器及び北陸系土器がみら

れる。晩期は28点で、五貫森式が主である。

古代以降の陶磁器類や士製品、銭貨などは資料がきわめて限られているが、識別できたもの

の概略は第５章に記した通りである。

本遺跡から出土した縄文時代の石器類は、第１I層からの593点、第VI層からの284点、第VⅢ層

からの32点で、合計909点にのぼる。そのうち剥片・砕片・石核など739点を除くと、定形石器

は第１I層で143点､第VI層では７点､第VⅢ層では０で､ほとんどは第１I層出土ということになる。

この層は縄文時代中期・後期・晩期の土器が混在しており、二次堆積の可能性が多いため、そ

れぞれの石器の所属時期を判別することはできないが、とくに目だつものは、石錘と打製石斧

である。石錘は切目石錘39点と礫石錘（打欠石錘）１２点からなる計51点で、定形石器の約36％

を占めている。その重量をみると、log前後のものからloog前後までいろいろであるが、岐阜県

内の石錘を出す遺跡は、この遺跡と同じように河岸段丘上に多いことから、その大部分は河川

における漁網具として使用されていたと考えてよいであろう。

打製石斧は33点で、全体の約23％となる。第４章の追分遺跡の考察で見てきたように、日常

生活のなかで、打製石斧による根栽類の採集や植栽が重要な位置を占めていたと想定すること

ができるであろう。

（大参義一）
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1．追分遺跡調査前全景２．Ａ地区７列上位段丘土居状況

3．Ａ地区７列中位段丘土居状況４．追分遺跡調杳鋳全景
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１．Ｂ地区発掘状況２．Ｂ地区土居状況

３．４．Ｃ地区発掘状況
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蝋

1．繩文土器①Ｉ群土器

2．繩文土器②II群土器
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1．縄文土器③III群土器２．須恵器・陶器・土製品
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1．石器①石鑛，石匙，削器２．石器②石核，打製石斧
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1．石器③打欠石錘，切目石錘，潰れのみられる縦長剥片

2．石器④磨石・叩石，凹石
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１．下開田集落移転前全景２．Ａ地区下位遺構面全景（南から）
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１．Ｂ地区全景２．第１号竪穴住居跡３．発掘状況
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1．第１号土壌跡検出状態２．第１号±擴内打製石斧出土状態

3．第１号焼礫集積遺構検出状態４．第１号焼礫集積遺構半割状態
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1．第３号焼礫集積遺構検出状態

2．第１号配石遺構検出状態
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1．ＳＢ１出土繩文土器①早期．Ｃ１群

2．ＳＢ１出土縄文土器②Ｃ２群(1)
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1．ＳＢ１出土繩文土器③Ｃ２群(2)

2．ＳＢ１出土繩文土器④Ｃ３～５群
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1．ＳＢ１出土繩文土器⑤Ｋ１群２．包含層出土縄文土器①Ｓ１～３群
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1．包含層出土繩文土器②Ｓ４群・底部

2．包含層出土繩文土器③Ｃ１群



図
版
迫

1．包含層出土繩文土器④Ｃ２群ロ縁部

2．包含層出土繩文土器⑤Ｃ２群胴部
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1．包含層出土繩文土器⑥Ｃ３群ロ縁部

2．包含層出土縄文土器⑦Ｃ３群胴部
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1．包含層出土繩文土器⑧Ｃ４群２．包含層出土縄文土器⑨Ｃ５群
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1．包含層出土繩文土器⑩Ｋ１群２．包含層出土繩文土器＠Ｋ２群(1)

3．包含層出土繩文土器＠Ｋ２群(2).Ｋ３群
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1．包含層出土繩文土器⑬Ｂ１群２．包含層出土繩文土器⑭Ｂ２群，時期不明の土器
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1．その他の土器・陶器類２．銭貨
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1．石器①接合資料・使用痕のある剥片・石鑛・石匙・削器

2．石器②石核・石錘・削器・敲石
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1．石器③石鑛削器・使用痕のある剥片・模形石器

2．石器④使用痕のある剥片・模形石器
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１，平生.轌靱Jに寅韓豹沖守

1．石器⑤二次ｶﾛｴのある剥片・磨製石斧

2．石器⑥打製石斧・磨製石斧
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1．石器⑦石核・打欠石錘・切目石錘

2．石器⑧磨石・敲石
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